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今日に至る日立市の水道は、久慈川及び十王川の河川水を原水として、適正な浄水処理により水質基準を遵守

し、安全性を確保してきた。さらに、水道普及率の向上にいち早く取り組み、ほぼ 100％に近い状況を達成し、

お客様の日常生活に欠かすことのできないライフラインとして貢献してきた。 

しかし、近年においては、工場排水、農薬、耐塩素性病原微生物の水源への流入や、水をつくる工程で生成さ

れる消毒副生成物など、水道水の安全性を脅かすさまざまなリスクが顕在化してきた。このようなことから、今

後の日立市の水道には、上記に関連した水質汚染事故等の発生時において、常に迅速・的確な対応が求められて

いる。 

一方、近年、浄水器の使用やミネラルウォーターを飲用するお客様が増加傾向にあり、飲み水に対する安全性

やおいしさへの関心が高まっている。こうした状況に的確に対応するため、水道普及率向上に全力を注いできた

これまでの水道事業を、「多様化するお客様ニーズへの対応」へと事業転換すること、すなわち、「量的な充実」

から「質的な充実」への転換が日立市の水道には求められている。 

平成 20 年 3 月に策定した「日立市水道ビジョン Action50」においても、「今後の水道事業を取り巻く社会情勢

に的確に対応するとともに、維持管理時代にふさわしい水道事業のあるべき姿と進むべき方向性を明確にする。」

として理念を明確化している。水質管理の分野においては、水源から給水栓に至る統合的な水質管理に取り組む

ことで、「日立市水道ビジョン Action50」の理念を達成することが可能となる。 

そこで、日立市の水道では、水源から給水栓に至る水道システムに存在する危害を抽出・特定し、それらを継

続的に監視・制御することにより、安全な水の供給を確実にするシステムづくりを目指して「日立市水安全計画

（水安全計画 2010）」の策定に取り組むこととした。水安全計画は、2004 年の WHO 飲料水水質ガイドライン第

3 版で、世界保健機関（WHO）が提唱している食品産業で用いられているHACCP
ハ セ ッ プ

（Hazard Analysis Critical 

Control Point）の概念を取り入れたものである。 

今後は、「日立市水安全計画」をフレキシブルに活用し、水源から給水栓に至る統合的な水質管理を実践し、

これまで以上に安全でおいしい水道水を安定的にお客様へ供給していく考えである。 

  



日立市企業局 Waterworks  of  hitachi  city 

 

2  

 

 第１章 日立市水道の水質管理の概要 

 

 
 

 

日立市の水源と関わりのある水道施設は、基幹施

設として、森山浄水場と十王浄水場がある。そのほ

か、水木水源・いぶき台水源・中里簡易水道・諏訪

大平田簡易水道など、小規模な施設が点在する。 

森山浄水場は久慈川、 十王浄水場は十王川から河

川表流水を取水して浄水処理を行っている。 

久慈川水源は、河口から約 6キロメートルに位置

し、4月から 5月の渇水期には海水の遡上が起こり、

浄水処理に影響を及ぼす場合がある。 

土のうや土堰堤を構築することによって、上流か

らの表流水の確保を図るとともに、海水の遡上を回

避している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

土堰堤の構築を行う職員

土堰堤の設置により塩分の遡上を回避

土のうの設置を行う職員

土のうの設置により取水を確保

海水遡上対策

森山浄水場

深井戸

水源

久慈川

十王川

十王浄水場

水木水源深井戸

いぶき台水源

浅井戸

中里簡易水道

諏訪大平田簡易水道

深井戸



安全でおいしい水の安定供給を目指して 水安全計画 2010 

 

 3 

 

一方、十王川水源では上流域に十王ダムがあることから、その放流状況によって短時間に大きな水質変化が起こる

場合がある。このため、原水水質の変化を監視することがきわめて重要となっている。 

十王浄水場では、供用開始以来、水質管理においてさまざまな課題が顕在化した。その主要な原因は、短時間に発

生する十王川の水質変化、すなわち、原水水質の変

化である。 

十王川の取水は、右図のとおり上流域の状況によ

って、3つのパターンが考えられる。 

通常は ① のパターン、すなわち、川尻川発電所

を経由した原水の浄水処理である。 

川尻川発電所の停止などによって十王ダムからの

放流水を取水する ② 及び ③ のパターンでは、原水

水質が低下した状態となる。 

こうした原水水質の変化に対して、迅速・的確に

対応することが水質管理においては、きわめて重要

となる。 

 

 

 

 

 

  

N

十王湖

十王ダム

十王川

取水場

発電所

発電所取水口

通常は、発電所取水口から発電所を経由した原水で浄水

処理を行う。

一方、発電所停止や集中豪雨などがあった場合は、ダム

からの放流が開始され、水質劣化したダム水によって浄水

処理を行う。

十王浄水場の取水パターン

川尻川発電所 経由の原水

川尻川発電所 経由の原水

＋

十王ダム 経由の原水

十王ダム 経由の原水
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 河川概要 

 久慈川 十王川 

 流域面積 1,490 km2 47.2 km2 

 河川総延長 124 km （支川 403 km） 14.8 km 

 流域内人口 約 20 万人 ― 

 主な支流 里川・山田川・玉川・浅川 ― 

 

 

 

主要水源である久慈川及び十王川では、不法投棄等あらゆる水質汚染への未然防止対策を実施することが重要とな

る。このため、日立市水道では水源の水質保全のため、久慈川と十王川の本流及び支流において定期的に水質検査を

実施している。 

また、久慈川水系水道事業連絡協議会及び十王川緊急事故連絡会議を通じて、国・県・利水団体等の関係機関と連

携して水質汚濁防止に努めている。 

 

 

  

十王ダムの風景

■十王ダムの噴水
十王浄水場の上流に位置する十王ダム

は、平成6年3月に完成した比較的新しい

ダムである。

ダム湖には噴水が設置され、高く吹き

上がる光景は壮大であり、特に、夏場の

ライトアップでは、ダムと噴水の幻想的

な風景を楽しむことができる。
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月 採水 気温 水温 pH 色度 濁度 ｱﾙｶﾘ COD BOD 一般

時刻 度 細菌

℃ ℃ 度 度 mg/L mg/L mg/L 個/mL

4 9:25 17.7 15.3 7.6 8.2 3.4 41 2.4 0.6 61 170

5 9:15 26.2 23.1 7.6 15 6.2 47 3.3 1.0 44 79

6 9:20 23.9 23.8 7.6 17 8.5 45 5.3 1.4 100 170

7 9:50 26.1 24.7 7.5 8.5 3.3 53 3.2 1.4 70 23

8 9:10 28.0 23.0 7.5 8.5 4.2 36 3.6 0.8 40 240

9 9:15 28.0 21.0 7.6 11 11.0 32 5.1 0.8 64 350

10 9:30 18.4 14.8 7.6 3.2 1.3 41 2.3 <0.5 11 79

11 9:30 9.1 8.4 7.5 14 4.0 38 3.2 0.5 72 130

12 9:15 8.6 6.9 7.4 4.5 1.1 39 2.6 <0.5 65 110

1 9:30 1.6 2.8 7.5 3.8 1.1 40 2.2 <0.5 31 33

2 9:30 7.5 6.6 7.6 5.6 1.5 40 2.3 <0.5 37 130

3 9:20 12.0 9.0 7.5 8.1 3.6 41 3.0 0.8 85 170

最高    - 28.0 24.7 7.6 17 11.0 53 5.3 1.4 100 350

最低    - 1.6 2.8 7.4 3.2 1.1 32 2.2 <0.5 11 23

平均    - 17.3 15.0 7.5 9.1 4.1 41 3.2 0.7 56 140

硝酸態窒

月 フッ素 塩化物 ｱﾝﾓﾆｱ 素及亜硝 硫酸 ﾅﾄﾘｳﾑ 金 属 硬度 電導度

ｲｵﾝ ｲｵﾝ 態窒素 酸態窒素 ｲｵﾝ ｲｵﾝ 鉄 ﾏﾝｶﾞﾝ

mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L μS/cm

4 <0.1 5.1 0.04 0.82 17 8.5 0.17 0.03 46 14.2 藻臭

5 0.1 6.9 0.05 0.48 18 9.9 0.46 0.04 53 16.3 藻臭

6 0.1 5.1 0.03 0.50 14 8.6 0.25 0.02 46 14.3 藻臭

7 0.1 6.5 <0.02 0.18 16 10.0 0.22 0.03 53 16.5 藻臭

8 <0.1 4.3 <0.02 0.85 12 6.8 0.32 0.04 40 12.4 藻臭

9 <0.1 3.9 <0.02 0.84 12 6.3 0.63 0.04 37 11.6 藻臭

10 <0.1 5.1 <0.02 0.63 13 8.1 0.13 0.02 43 13.5 藻臭

11 <0.1 5.1 <0.02 0.78 16 8.3 0.25 0.02 43 13.7 藻臭

12 <0.1 5.1 <0.02 0.90 16 8.4 0.17 0.02 44 14 藻臭

1 <0.1 5.6 0.03 0.78 14 8.8 0.18 0.02 43 13.8 藻臭

2 <0.1 5.9 0.02 0.60 14 9.0 0.14 0.02 43 13.8 藻臭

3 <0.1 6.1 0.03 0.59 15 9.5 0.21 0.02 44 14.5 藻臭

最高 0.1 6.9 0.05 0.90 18 10.0 0.63 0.04 53 16.5 -

最低 <0.1 3.9 <0.02 0.18 12 6.3 0.13 0.02 37 11.6 -

平均 <0.1 5.4 0.02 0.66 15 8.6 0.26 0.03 44 14 -

大腸菌

MPN/

100mL

臭気

久慈川水源の水質（平成28年度）
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月 採水 気温 水温 pH 色度 濁度 ｱﾙｶﾘ COD BOD 一般

時刻 度 細菌

℃ ℃ 度 度 mg/L mg/L mg/L 個/mL

4 10:55 19.2 14.5 7.6 3.7 2.6 30 2.0 0.6 18 130

5 11:25 27.0 16.3 7.7 4.4 2.6 31 2.4 0.6 10 240

6 10:35 29.2 18.1 7.6 4.8 2.9 29 2.6 0.9 14 350

7 11:35 26.1 20.0 7.8 4.3 2.5 31 2.7 1.2 20 70

8 13:20 28.4 21.0 7.6 10 8.7 25 4.0 0.5 31 110

9 10:05 26.1 18.8 7.6 7.4 8.7 25 3.7 0.8 32 94

10 10:35 18.3 13.0 7.6 5.0 4.0 26 3.4 <0.5 15 70

11 13:30 13.0 11.3 7.6 8.4 3.2 28 3.8 0.5 38 33

12 11:20 12.3 8.4 7.4 4.7 3.0 28 2.8 <0.5 35 23

1 10:20 6.7 7.1 7.7 3.3 1.8 28 2.1 <0.5 18 33

2 11:35 7.8 5.5 7.5 2.4 1.2 29 2.1 <0.5 21 280

3 10:25 10.9 8.4 7.7 3.3 1.6 29 2.7 <0.5 25 22

最高    - 29.2 21.0 7.8 10 8.7 31 4.0 1.2 38 350

最低    - 6.7 5.5 7.4 2.4 1.2 25 2.0 <0.5 10 22

平均    - 18.8 13.5 7.6 5.2 3.6 28 2.8 0.5 23 120

硝酸態窒

月 フッ素 塩化物 ｱﾝﾓﾆｱ 素及亜硝 硫酸 ﾅﾄﾘｳﾑ 金 属 硬度 電導度

ｲｵﾝ ｲｵﾝ 態窒素 酸態窒素 ｲｵﾝ ｲｵﾝ 鉄 ﾏﾝｶﾞﾝ

mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L μS/cm

4 <0.1 4.2 <0.02 0.60 5.4 7.1 0.10 0.01 24 8.8 藻臭

5 <0.1 4.3 0.02 0.56 6.7 7.2 0.09 0.03 27 9.1 藻臭

6 <0.1 4.0 <0.02 0.60 4.8 7.2 0.82 0.15 24 8.7 藻臭

7 <0.1 4.1 <0.02 0.49 5.5 7.3 0.08 0.01 25 9.2 藻臭

8 <0.1 4.1 <0.02 0.94 5.4 6.4 0.28 0.03 23 8.4 藻臭

9 <0.1 3.9 <0.02 0.99 5.7 6.4 0.29 0.03 23 8.4 土臭

10 <0.1 4.0 <0.02 0.72 4.8 6.9 0.09 0.01 22 8.2 藻臭

11 <0.1 4.1 <0.02 0.66 5.3 6.8 0.09 0.03 24 8.9 藻臭

12 <0.1 4.1 <0.02 0.74 5.0 6.9 0.15 0.02 23 8.4 藻臭

1 <0.1 4.2 <0.02 0.70 4.8 7.0 0.07 0.02 24 8.6 藻臭

2 <0.1 4.1 <0.02 0.62 5.0 7.1 0.05 0.01 24 8.7 藻臭

3 <0.1 4.3 <0.02 0.61 5.1 7.2 0.08 0.02 25 8.9 藻臭

最高 <0.1 4.3 0.02 0.99 6.7 7.3 0.82 0.15 27 9.2 -

最低 <0.1 3.9 <0.02 0.49 4.8 6.4 0.05 0.01 22 8.2 -

平均 <0.1 4.1 <0.02 0.68 5.3 7.0 0.18 0.03 24 8.7 -

大腸菌

MPN/

100mL

臭気
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久慈川水系の灌漑水利状況   

水系名 堰・機場 
河口からの距離

（km） 

取水量 

（m3/秒） 

堰張予定 

閉 堰 取 水 

久慈川 

岩崎江堰 36.2 2.500 4 月上旬～中旬 4 月中旬～下旬 

辰の口堰 31.0 4.815 同 上 同 上 

東海揚水機場 6.3 0.548 同 上 同 上 

里川 

里川堰 9.6＊ 1.980 同 上 同 上 

堅盤
かきわ

揚水機場 0.9＊ 0.800 同 上 同 上 

山田川 久米堰 10.7＊ 0.354 同 上 同 上 

＊ 久慈川本流との合流点までの距離 

 

 

 

  

■ 久慈川水系の農業用水用堰

久慈川流域では、多くの堰と揚水機場にて取水

が行われ、周辺の水田を灌漑している。

辰の口堰（久慈川）

田渡堰（里川） 岩崎堰（久慈川）
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八溝山

1,022.2m

653.9m

男体山

竪破山

658.3m

白子川

大竹川 檜木川 根子屋川

大草川

近津川

宮川

小山田川
滑川

稲沢川

矢祭川

八溝川

茗荷川

中郷川

八溝川

浅川初原川

久保田川

大道沢川

相川

押川

大沢川

久隆川

枇杷川

照田川
滝沢川

玉川

諸沢川

湯沢川

大野川

滝川

小田川

中川

田川

大内沢川 川上川

那倉川

渡瀬川赤沢川
西川

天竜川

入四間川
染川

源氏川

浅
川

赤土川

千寿川

渋江川

山
田
川

里
川

湯の沢川

久
慈

川

久

慈

川

② 黒助堰

③ 嵯峨草橋

④ 上小川橋

⑤

⑥ 瓜連取水口

⑦ 那珂取水口

⑧ 落合橋

⑨東海取水口

⑩日立取水口

① 大沢橋

② 黒助堰

③ 嵯峨草橋

④ 上小川橋

⑤ 大宮取水口

⑥ 瓜連取水口

⑦ 那珂取水口

⑧ 落合橋

⑨ 東海取水口

⑩ 日立取水口

① 大沢橋

太平洋

■ 水質調査地点

久慈川上流域の水質調査地点

大宮取水口
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里川

時間 km

発電所下 41.3 45.40

44.60

42.65

42.35

時間 km

川上橋 39.3

87.50 発電所 33.9 87.75

渡瀬合流 32.7

小里橋

39.50

95.75

時間 km 時間 km

久慈川本川 川上川
上橋 39.5

南橋 40.9

時間 km

34.7 90.60 下橋
渡瀬川

中内橋 22.8 60.80 大草川合流 35.7 92.85 33.1 86.40

40.95

飯土井橋 86.70 栄橋

高橋 38.9

38.8

道場前 33.5

雨谷橋 40.70

川山橋 23.1 61.40 大竹川合流 37.0

大石下橋 38.3

37.8 38.75

33.4

32.4 84.50 川上橋 32.5 84.60

85.25 赤坂川合流32.9 85.45

32.2 84.05 塙橋

32.0 83.50 塙大橋

33.1 86.10

押川合流 22.0

久慈川橋 21.9 57.30 川上川合流

57.70 米山橋

松沼橋 22.2 58.25 稲沢川合流

池田橋 22.3 58.80 松岡橋

36.1 35.4032.1 83.75

38.0437.3外の内橋

北沢橋

32.1 83.90

久野瀬橋 21.3 54.10 黒助橋 30.7 80.30 おくのや橋 35.6 34.05

南多気橋 20.9 53.45 久慈川橋 29.4 77.92 下圷橋 35.4 33.65

27.7 72.77

奥久慈橋 19.3 47.50 仲之関橋 28.7610.9

昭和橋 20.7 52.60 植田橋 32.83

守金橋 12.3 31.04

28.7 76.50 いほたけ橋 34.6

鰐ｹ淵橋 19.6 49.05 矢祭橋

18.4 44.95 八溝川合流 23.7 63.75

大菅大橋24.8

宮平橋 17.9 43.50 嵯峨草橋 23.5 63.08

大沢橋

66.90

28.10

里美橋 10.1 27.47

10.5

山田川

賀美発電所

24.85

時間 km

36.9542.94 くぼた橋 42.8 8.5

40.8 34.80 日立市簡水

御城橋

西金大橋 16.5 39.90 たいら橋

岡町橋17.7

8.1 24.00

大内野橋 16.1 38.75 わぐた橋 39.6 33.52 里川発電所 7.9 23.50

下小川橋 15.8 37.80 こなべうち橋 39.0 32.85 入四間合流 7.3 22.50

37.3 31.00 滝沢合流 6.8下盛金橋 15.1 36.25 桜沢橋 21.25

舟生橋 14.5 35.00 みょうじん橋 36.1 29.65 下水瀬橋 6.2 19.80

35.1 28.65 中里発電所 6.1岩井橋 13.3 32.40 えいだい橋 19.55

岩崎堰 11.7 29.90 西染橋 33.3 26.80 河内橋 5.8 18.45

- 25.03 町屋橋 5.3小貫橋 11.5 29.50 小室橋 16.85

辰ノ口堰 9.7 24.35 高性地橋 - 24.15 央橋 5.0 15.35

浅川
辰ノ口橋 9.0 22.40

大宮取水口 8.0 19.45 大和田橋

4.7 14.30

時間 km

舘橋 - 22.60 春友橋

21.75 常福地橋 4.2 12.5560.9 26.20 上宿橋 -

4.1 12.02富岡橋 7.7 18.50 寿橋 59.7 24.90 岩本橋 - 21.05 新茅根橋

宇留野圷橋 7.0 16.77 門前橋 19.75 白羽橋棚谷橋 - 3.9 11.40

源氏川
18.14 根本橋 3.8 10.98

57.6 22.76

12.30 清水橋

54.3 19.80

17.5351.7

下平橋 -

10.25瓜連取水口 5.7 -岩手橋

km

田渡堰 3.6

時間

11.30

常井橋

4.8薬合橋

金砂郷取水口 6.4 15.15 宮川橋

14.75 半月橋 7.2

玉川合流 5.7 12.05 浅川橋

5.8 11.20

栄橋 10.2 12.155.6

浅川合流 5.0 10.60 郡戸橋

11.80 副堰橋

16.0 14.87

2.6 7.10

6.20

機初橋

10.123.5

5.75

8.4

9.10

4.3 8.358.50 寿橋

10.35 堰下橋6.5

16.9 10.93 桃原橋

12.60 増井橋20.6

那珂取水口 3.5 7.85 島久橋

永大橋

2.0

4.6 7.07 東橋 3.8 7.45 鉄橋 2.2

山田川合流 2.7 5.85 東橋 2.8 6.80

里川橋 2.3

3.1 6.25 源氏橋 5.00源氏川合流

繰船橋

渋江川合流

1.2 3.05

1.4 3.60入幡橋

里川合流点

0.65

1.65 新落合橋42 分

4.75

1.5 4.00

1.9

日立取水口 0.0 0.00

原研取水口 25 分 0.80

東海取水口

幸久橋 2.5 5.55

落合橋 1.2 2.70

21 分

日製取水塔 1.2 2.55

地点名 日立取水口までの流達時間(時間)

日立取水口までの距離(km)

■ 流達時間の見方
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水源上流域における水質汚染事故が発生した場合、久慈川水系流達時間の推定によって、計画的な対応及び対策が

可能となる。 

下表は、水質汚濁防止法及び県条例による届出状況を取りまとめたものである。（平成 18年 3月現在） 

 

    水質汚濁発生源（水質汚濁防止法に係る特定施設）             （単位：件） 

業 種 施設数 棚倉 塙 矢祭 大子 
常陸

大宮 

常陸

太田 
那珂 東海 日立 

豚房・牛房・馬房施設 64 3 1 1 40 2 15 2   

畜産・水産食料品、豆腐・煮豆

等の食料品 
112 4   34 5 46 23   

紡績・繊維、洗濯業 36 3   8 4 17 3 1  

一般製材・木材チップ、木材薬

品処理、パルプ、紙 
15 1   10  4    

ガラス、セメント製品、生コン

クリート、砕石、砂利 
38 8   13 12 4 1   

印刷・出版、金属製品・機械器

具、酸・アルカリ表面 
27 3   8 6 8  2  

処理、写真現像、洗浄施設

（TCP、PCE） 
3   3       

浄水場 2     1 1    

電気メッキ 0          

旅館業、共同調理場、飲食店 165 29   74 12 42 6  2 

自動式車両洗浄 42 4   5 10 17 4 2  

試験研究機関 3    1 2     

一般廃棄物処理施設、し尿処理

施設、下水道終末処理施設 
37 5   3 11 13 3 2  

特定施設数 544 60 1 4 196 65 167 42 7 2 

特定事業場数 458 43 1 4 141 53 167 42 6 1 
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    水質汚濁発生源（県条例に係る特定施設）                 （単位：件） 

業 種 施設数 棚倉 塙 矢祭 大子 
常陸

大宮 

常陸

太田 
那珂 東海 日立 

石材加工業 21    2  13  6  

車両の洗浄施設 57    23  34    

舗装材料の製造の用に供す

る洗浄施設 
1    1      

パン又は菓子の製造の用に

供する洗浄施設 
2    2      

病院に設置されるちゅう房

施設、洗浄施設及び入浴施

設 

10    4  6    

納豆製造業の用に供する湯

煮施設 
6    2  4    

計 97    34  57  6  
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日立市水道では、河口からの海水遡上が長年の大きな課題となっている。取水口が久慈川河口から 6.35kmに位置し

ており、上流からの河川流量が少なくなる時期に海水が遡上し、取水に支障をきたしている。 

このため、海水遡上が懸念される場合は、調査地点として定めた竹瓦橋・元水源・東海圷下・東海圷上・榊橋下の 5

地点で河川水の電気伝導率を測定し、海水遡上の動向を調査している。 

  

500m
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取水口まで海水が遡上し、取水困難となった場合は、簡易対策として、土のうの設置、本格対策として、土堰

堤の設置を行い、海水の遡上を回避すると共に、取水を確保している。 

 

 

 

渇水による海水遡上対策を行う一方で、台風等による取水口の増水対策も無視できない。 

河川水位上昇の程度によって、第 1 から第 3 のスクリーンの開閉を行い、取水の調整を行っている。 

 

  

上流

下流

海水遡上を回避

土堰堤 取水
取水口

スクリーン

低揚ポンプ場

＊昭和61.8.5 最高水位 8.05m

スクリーン ①

②

③
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日立市水道の浄水施設は、以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

  

久慈

石名坂1

多賀

大沼

石名坂2

諏訪

会瀬

1系

2系

北部

友部

1系

2系

2系列は現在休止中
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現在、日立市における水道水の水質は、水質基準を大幅に下回り良好な状態を維持している。今後は、逐次、

水道水質基準が改正され、より精度の高い水質管理を求められることから、継続して安全な水道水をお客様に供

給するため、精度の高い水質管理を維持し、水質管理体制の強化に取り組んでいる。 

各浄水場における水質概況は、以下のとおりである。 

 

各浄水場における水質概況 

浄水場名  水質概況 

 ● 久慈川の取水口及び浄水場入口から出口までの処理工程水を常時監視 

 ● 処理工程水について、濁度・色度・pH・アルカリ度・残留塩素等の検査を毎日 2 回実施 

森山浄水場 ● 水質基準項目等の検査を毎月 1 回実施 

 ● 久慈川の取水口における原水水質は、年間を通じて良好な状態を維持 

 ● 4 月から 9 月の時期における水質低下時は、粉末活性炭を注入するなど水質を改善 

 ● 赤水防止のため消石灰の飽和溶液を注入し、安全でおいしい水を供給 

   

浄水場名  水質概況 

 ● 十王川の取水口及び浄水場入口から出口までの処理工程水を常時監視 

 ● 処理工程水について、濁度・色度・pH・アルカリ度・残留塩素等の検査を毎日 2 回実施 

十王浄水場 ● 水質基準項目等の検査を毎月 1 回実施 

 ● 十王川における原水水質は、きわめて良好 

 ● 上流域にダムがあるため、降雨時の浄水処理が課題 
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日立市水道の配水区域は、以下のとおりである。 

日立市は、南北に長く高低差も大きいことから、ポンプ場や配水池の数が多い。また、送・配水管路が長く残

留塩素の消費が大きいため、送・配水及び給水施設における残留塩素のきめ細かな管理が必要となっている。 

 

 

 

 

 

  

久慈川

低揚ポンプ場

高揚ポンプ場

石名坂

第2石名坂

大沼

多賀高区

多賀低区

諏訪

兎平高区

兎平低区

会瀬配水場

滑川
城の丘

いぶき台

友部

十王取水場
北部

山部
十王ダム

十王川

高

低

標高

平沢

森山配水区域 十王配水区域

日立市の配水区域

川上

久慈
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日立市水道では、蛇口における水道水の安全性を確認するため、毎日一回測定する必要のある色、濁り、残留

塩素について検査を実施している。 

さらに、配水系統毎に定めた水木系を除く 17 箇所の給水栓水において、水質基準項目について定期的に検査を

実施し、厚生省が示した「おいしい水の要件」を満足するよう水質の向上に努めている。 

 

 

配水エリア № 系 統 採水地点 所在地 

 1 石名坂系 低揚ポンプ場 下土木内町桜井内 

 2 久慈系 東小沢小学校 下土木内町 

 3 大沼系 河原子交流センター 東多賀町 3 丁目 

 4 多賀高区系 はなやま修理公園 金沢町 2 丁目 

 5 多賀低区系 日立ハウジングセンター 国分町 2 丁目 

森山系 6 諏訪系 桜川公園 桜川町 4 丁目 

 7 兎平高区系 どうだいら第 2 児童公園 西成沢町 4 丁目 

 8 兎平低区系 会瀬青少年の家 会瀬町 1 丁目 

 9 平沢系 仲町交流センター 宮田町 4 丁目 

 10 中里東部系 中里スポーツ広場 入四間町 

 11 滑川系 田尻交流センター 田尻町 1 丁目 

十王系 
12 北部系 たじりはま児童公園 田尻町 7 丁目 

13 友部系 伊師浜海水浴場 十王町伊師 

水木系 14 水木系 望洋台一里塚ロードパーク 東大沼町 1 丁目 

いぶき台系 15 いぶき台系 いぶき台第 3 児童公園 十王町伊師 

みはらし台系 16 みはらし台系 みはらし台団地 十王町友部 

中里系 16 中里西部系 岩折上バス停前 下深荻町 

大平田系 17 大平田系 日立生コン多賀工場 諏訪町 

みはらし台系 18 みはらし台系 みはらし台団地 十王町友部 
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 おいしい水の要件 

水質項目 数 値 概 略 

蒸発残留物 30 ～ 200 mg/l  
主にミネラルの含有量を示し、量が多いと苦み・渋味等が

増し、適度に含まれるとこくのあるまろやかな味がする。 

硬 度 10 ～ 100 mg/l  

ミネラルの中で量的に多いカルシウム、マグネシウムの含

有量を示し、硬度が低いとくせがなく、高いと好き嫌いが

でる。カルシウムに比べてマグネシウムの多い水は苦みを

増す。 

遊離炭酸 3 ～ 30 mg/l  
水にさわやかな味を与えおいしくするが、多いと刺激が強

くなる。少ないと気の抜けた味になる。 

過マンガン酸 

カリウム消費量 3 mg/l  

有機物量を示し、多いことは汚染がひどいことを示し、水

の味がまずくなる。渋味をつけ、多量に含むと塩素消費量

に影響して水の味を損なう。 

臭気強度 3 以下  
水源の状況により、さまざまな臭いがつくと不快な味がす

る。 

残留塩素 0.4 mg/l 以下  
水にカルキ臭を与え、濃度が高いと水の味をまずくする。

緑茶の味を悪くする。 

水 温 最高 20 ℃以下  
適温は 10～15℃（体温より 20～25℃低い温度） 

水は冷たいほうがおいしく感じられる。 

（出典） 厚生省 「おいしい水研究会」 

 

 

一番おいしいと感じた水はどれですか？ 
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水道水の水質は、水道法に基づき原則として蛇口において採水した水道水についての水質検査で水質基準に適

合することが求められる。水質基準は、昭和 33 年に制定されて以来、その時々の科学的知見の集積に基づき改正

が行われてきた。現在の水質基準は、51 項目となっている。 

また、水質基準項目に加え、厚生労働省の通知により水質管理目標設定項目及び要検討項目が設定されている。 

 

 

 

  

● 具体的基準を省令で規定

● 重金属、化学物質については、浄水から評価値

の10％値を超えて検出されるもの等を選定

● 健康関連31項目 + 生活上支障関連20項目

● 水道事業者等に遵守義務・検査義務有り

水質管理目標設定項目

（平成15年局長通知）

要検討項目

（平成15年審議会答申）

● 水質基準に係る検査等に準じた検査を要請

● 評価値が暫定であったり検出レベルは高くない

ものの水道水質管理上注意喚起すべき項目

● 健康関連13項目 + 生活上支障関連13項目

● 毒性評価が定まらない、浄水中存在量が不明等

● 全47項目について情報・知見を収集
最新の知見により常に見直し

（逐次改正方式）

水質基準

（水道法第4条）

水質基準項目

30 27 28 29
46 46 46 46 50 51 50 50 50 50 50 51

13 13 13 13

27 27 28 27 27 27 27 26
26 28 33 35

40 40 44 44 44 48 48 47

0

20

40

60

80

100

120

140

S33 35 41 53 H5 10 11 12 16 20 21 22 23 24 25 26

項目数

年度

水質基準項目の推移

監視項目・要検討項目

快適水質項目・水質管理目標設定項目

水質基準
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日立市水道では、機器分析技術の高度化や水質基準の充実強化に的確に対応するため、技術・機器の両面から

水質検査能力の向上に努めている。 

また、水道法に基づく検査だけでなく、水源から蛇口に至る各工程の水質検査や水質事故への対応及び水質管

理に関わる各種調査研究に取り組んでいる。 

 

 

 

 

  

森山浄水場で使用している主な分析機器

誘導結合プラズマ発光分光分析計 ガスクロマトグラフ質量分析計

イオンクロマトグラフ分析計 全有機炭素計
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水質検査は、お客様に供給している水道水の安全性を確認するために不可欠であり、水質管理の中核に位置付

けられている。 

こうしたことから、日立市水道では、水道法施行規則に基

づき、毎事業年度の開始前に「水質検査計画」を策定し、検

査結果の公表と併せ、水道水が安全で良質であることを公表

している。 

また、水質検査計画では水質検査の適正化と透明化を確保

するため、検査地点や検査項目等も定めている。 

水質基準への適合を確認するための水質検査は、配水され

る水の安全性を確認するものとして水道事業体にとってきわ

めて重要であり、さらに、お客様に対し検査結果の妥当性を

保証するため、その精度及び信頼性を確保しなけらばならな

い。 

 

 

 

水質基準項目は、微生物から化学物質まで多種多様にわたっており、その検査レベルも極微量レベルでの測定

が求められる。当然のことながら、その測定には高度な測定機器や相当の熟練した技術が要求される。さらに、

お客様が直接口にする水の安全性を確認することを考えると、水質検査には正確で精度の高いレベルが求められ

る。 

日立市水道では、水質検査の精度と信頼性保証のため、標準作業書の作成等を行うなど正確な検査結果を得る

ための体制づくりに取り組んでいる。 
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 第２章 日立市水安全計画 （水安全計画 2010） の策定 

 

近年、水道水の安全性やおいしさを求める声が一層高まっている一方で、飲み水に水道水を使わない蛇口離れ

が懸念されている。水道水への満足度を高めるため、これまでもさまざまな取り組みを進めてきているが、いま

だお客様が飲料水としての水道水に満足されていない状況にある。 

今後、水道水に対するお客様の満足度や信頼性を一層確保していくためには、「日立市水安全計画」を策定し、

安全性とおいしさを向上させ、広く周知することで水道水に対する不安を払拭することが不可欠となる。 

 

下記データは、毎年 4 月「さくらまつり」において実施している「日立市の水道水に関するアンケート調査結

果」である。 

 

  普段飲んでいる水     （単位：人） 

年度 16 17 18 19 20 21 平均 

水道水 52 59 60 59 51 57 55 

浄水器（水道水） 28 26 23 23 26 21 27 

ミネラルウォーター 15 11 8 8 10 10 10 

その他 6 4 10 11 13 12 8 

回答数 791 681 593 757 539 589 631 

 

 

 

  水道水のおいしさ     （単位：人） 

 

 

 

 

  水道水の安心度     （単位：人） 

 

  

年度 16 17 18 19 20 21 平均 

おいしい   50 56 62 63 58 

おいしくない   19 14 11 13 14 

何とも思わない   25 24 21 19 22 

その他   6 6 6 5 6 

回答数   566 757 530 573 552 

年度 16 17 18 19 20 21 平均 

おいしい   73 79 82 85 80 

おいしくない   26 20 17 13 19 

その他   1 1 1 2 1 

回答数   584 757 543 589 566 

水道水

55%

浄水器

27%

ﾐﾈﾗﾙｳｫｰﾀｰ

10%

その他

8%

おいしい

58%
おいしくない

14%

何とも思わない

22%

その他

6%

安心

80%

不安

19%

その他

1%
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日立市の水道では、原水の水質状況に応じて整備された浄水施設と適切な運転管理及び定期的な水質検査等に

よって清浄な水の供給が確保されている。しかし、水道水の水質基準項目数に比べ、常時監視可能なものは少な

く、定期検査等のいわゆる手分析により結果を得る場合は、時間の経過などの限界がある。このため、日々供給

している水の安全性を一層高いレベ

ルで確保するためには、水質検査以

外の措置を講ずる必要がある。 

 

安全に関して食品業界では

HACCP( Hazard Analysis and Critical 

Control Point )手法による管理が導入

され、安全性の向上が図られている。

この手法は、原料入荷から製品出荷

までのあらゆる工程において、「何

が危害の原因となるのか」を明確に

するとともに、危害の原因を排除す

るための重要管理点を重点的に継続

して監視することで衛生管理を行うものである。 

 

水道分野においても、水源から給水栓に至る全ての段階において包括的な危害評価と危害管理を行うことが、

安全な飲料水を常時供給するために有効であると考えられる。そこで、2004 年 WHO 飲料水水質ガイドライン第

3 版において、HACCP 手法の考え方の水道への導入が提唱された。このような水道システム管理を「水安全計画

(Water Safety Plan;WSP)」という。 

 

  

何が危害の原因と
なるかを明確にする。

危害の原因を排除する
管理ポイント
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日々供給している水の安全性を一層高いレベルで確保するには、危害の原因を排除するための重要管理点、す

なわち、CCP を各池に設定し、重点的に継続して監視することが重要である。HACCP 手法を用いた衛生管理

によって、これまで以上に安全な水を継続的にお客様にお届けすることが可能となる。 

 

 

  

CCP

久慈川 原水調整池 薬品混和池 ﾌﾛｯｸ形成池 沈殿池 ろ過池 混和池 浄水池

HACCP手法を用いた重要管理点の設定

CCP

HACCP法

従来法

CCP

久慈川 原水調整池 薬品混和池 ﾌﾛｯｸ形成池 沈殿池 ろ過池 混和池 浄水池

CCPCCP CCP CCP CCP CCP

CCPの設定ポイントが多ければ多いほど危害原因を排除する確率が高まり、水の安全性を一層高いレベルで確保できる。
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日立市の水道水は、原水の水質状況等に応じて水道システムを構築し、法令で定められた基準等を遵守するこ

とによって、その安全性が確保されている。その一方で、水源水質事故にみられるような工場排水の流入、浄水

処理のトラブル、施設等の老朽化などさまざまな水道水へのリスクが存在していることも無視できない重要事項

である。このようなことから、水源から給水栓に至る統合的な管理を可能にする信頼性の高い水道水供給システ

ムの構築、及びその実践が不可欠となる。 

水安全計画は、水源から給水栓に至る水道システムに存在する危害を抽出・特定し、それらを継続的に監視・

制御することにより、安全な水の供給を確実にするシステムづくりを目指すものである。 

水安全計画の基本方針は、以下のとおりである。 

 

 

 

  

水源から給水栓に至る水道シス
テムに存在する危害原因事象を
的確に把握し、適切な対応をと
る。

水道システム内に存在する危害
原因事象の明確化によって、管
理方法や優先順位を明らかにす
る。

水質監視・施設管理・運転制御
等に関する技術について、水源
から給配水までを一元的に整理
し文書化する。

水安全計画に基づく文書化とそ
の記録によって、常に安全な水
が供給されていることを説明す
る。

水道システム全体を総合的に把
握して評価をすることで管理の
一元化・統合化を実現する。

危害評価・危害管理の検討によ
り、水道水源の水質改善や水質
監視・水質異常時の対応など流
域関係者等との連携を図る。
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水安全計画は、水道システムの評価から始まり、管理措置の設定、計画運用の順に構成した。 

 

 

 

 

  

1

2 3
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水安全計画の策定にあたっては、これまでに蓄積してきた水源から給水栓水までの水質検査結果及び水質事故

に関連する資料を整理して、危害分析のための資料とした。 

 

 

 

 

 

水道システム全体について、水道水質に影響を及ぼす可能性のある要因を調査した。 

「計画」の特色である HACCP では、水源から給水栓に至るまでのあらゆる工程における危害に関する情報、

発生の頻度及び影響の程度を体系的に分析している。 
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        （単位：件） 

年度 

事故種類 
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 合計 

油流出 2 4 3 2 1 5 5 1 5  1 2 2 2 3 4 3 45 

薬品農薬流出   1         1      2 

糞尿流出   2 2  1  1   1       7 

土砂流出              1 1 1  3 

魚へい死        1       1   2 

その他   1 1       1    1 4  8 

合 計 2 4 7 5 1 6 5 3 5 0 3 3 2 3 6 9 3 67 

 

 

 

 

  

油流出

67%

薬品農薬流出

8%

糞尿流出

13%

土砂流出

2%

魚へい死

3%

その他

7%

久慈川上流域水質汚濁事故発生状況
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水源から給水栓に至るまでのあらゆる工程で、水道水質に影響を及ぼす可能性があるすべての危害を対象とし

た。具体的には、台風等の異常気象による降雨、落雷による停電、地震、渇水等の自然現象、生活・工業・農

業・畜産業排水の流出や車両事故等の社会現象、不法投棄やテロの人為的行為、水道施設・設備の事故・故障等、

発生する可能性がある危害を抽出した。 

また、対象とする水質項目等は、水道法で規定されている水質基準項目をはじめ、水質管理目標設定項目、要

検討項目など危害から想定されるあらゆるものとし、過去の事故事例に基づく項目等を対象とした。 

これらについて整理したものを「危害及び関連する水質項目」（P40）に示した。 

 

 

抽出した危害について、危害の発生頻度と危害が発生した場合に関連する水質項目へ与える影響の大きさ、す

なわち、被害の程度について分析を行った。 

次に、危害の発生頻度と被害の程度に基づいて危害の重大さを示す「危害レベル」を 1から 5 まで 5 段階で評

価した。危害レベルは、数値が大きいほどリスクレベルが高いことを意味する。 

 

  危害レベルの判別表 

  被害の程度 

発生頻度  管理基準以下 
管理基準～ 

水質基準等 
水質基準等以上 

  a b c 

（一回/週）以上 D 2 4 5 

（一回/週）未満～ 

（一回/月）以上 
C 1 3 5 

（一回/月）未満～ 

（一回/年）以上 
B 1 3 5 

（一回/年）未満 A 1 3 5 
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次に、HACCP 重要管理点の考え方に基づき、危害が発生した場合にその影響を防止するため、管理対応措置を

設定した。 

管理対応措置は、5 段階の危害レベルごとに設定した。水質基準等を超過する危害レベル 5 については、取水

停止などの緊急対応、管理基準を超過する危害レベル 4 及び 3 については、浄水場での薬品適正注入など管理強

化による対応として設定した。また、管理基準を超過しない危害レベル 2 及び 1 については、通常の管理を継続

するものとした。 

 

 危害レベルと管理対応措置 

危害レベル 管理対応措置 

5 
原則、取水停止、送配水停止、給水停止とする。 

健康影響のある水質項目については、直ちに実施する。 

4 
浄水場の薬品適正注入、配水管の排水作業など管理を強化する。 

施設整備などの恒久的対策を検討する。 

3 浄水場の薬品適正注入、配水管の排水作業など管理を強化する。 

2 通常の管理を継続する。施設整備などの恒久的対策を検討する。 

1 通常の管理を継続する。 
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水源から給水栓に至るまでのあらゆる工程で、危害発生時における水質への影響を防止するため、管理強化が

必要となる危害に対する管理対応措置をマニュアルにまとめた。 

マニュアルは、危害対応への基本的な考え方を統一して的確な対応が実践できるものとし、管理を強化する必

要のある危害レベル 3 及び 4と緊急の対策が必要となる危害レベル 5 について、管理対応措置を具体的に記載し

た。 

 

 

 

 

  

・通常管理

・通常管理

• 緊急の対応が必要レベル 5

• 管理を強化する必要レベル4

• 管理を強化する必要レベル 3

レベル 2

レベル 1
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下表に、水質異常時における水質検査の目安について、一般的なものを示した。 

 

  

 水質異常時における水質検査の目安 

 
項 目 

備 考 
 （共通項目）天候、気温、水温、ｐH 値 

 

洪水時 

D 濁度、アルカリ度、臭気、電気伝導率 
適正な凝集処理に必要、増

水初期に増えることがあ

る。  
E 全有機炭素（過マンガン酸カリウム消費量）、アンモ

ニア態窒素、塩素要求量、陰イオン界面活性剤、 

河 

有機汚濁 

の流入時 

D 濁度（浮遊物の外観も）、色度、臭気（種類）全有機

炭素（過マンガン酸カリウム消費量）、アンモニア態

窒素、電気伝導率 
電気伝導率は、水質の微小

変化を迅速に検知できる項

目である。 

 
E 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、塩化物イオン、溶存酸

素、塩素要求量、BOD、一般細菌、大腸菌 

川 

工場排水 

の流入時 

D 濁度（浮遊物の外観も）、色度、臭気（種類）全有機

炭素（過マンガン酸カリウム消費量）、電気伝導率、

六価クロム、シアン 

 

 

E アルカリ度、アンモニア態窒素、塩化物イオン、油

類、工場業種による項目 

農業用水の排水の場合は、農薬を加える。 

水 

鉱山排水 

の流入時 

D 濁度、色度、アルカリ度、酸度、電気伝導率 

金属類は、鉱山の種類によ

り選定する。 

 

E 硫酸イオン、塩化物イオン、鉄、マンガン、鉛、銅、

亜鉛、クロム、水銀、ヒ素、セレン、シアン、過マン

ガン酸カリウム消費量 

 

海水遡上時 

D 塩化物イオン、味、電気伝導率、全有機炭素（過マン

ガン酸カリウム消費量） 

 

 
E 硬度、カルシウム硬度、マグネシウム硬度、アンモニ

ア態窒素、ナトリウム 

D：最小限項目  E：望ましい項目  D、E は必要に応じて測定頻度を増す。 
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本計画は、危害が発生した場合、その都度計画の妥当性を評価し、最善な計画に変更していく。 
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 第３章 危害への対応 ー 危害対応マニュアル － 

 

 

 

 
No 基準項目 基準値 分類 

1 一般細菌 100  個/ml 以下 
病原生物 

2 大腸菌 検出されないこと 

3 カドミウム及びその化合物 0.003  ㎎/l 以下  

4 水銀及びその化合物 0.0005  ㎎/l 以下  

5 セレン及びその化合物 0.01  ㎎/l 以下 金属類 

6 鉛及びその化合物 0.01  ㎎/l 以下  

7 ヒ素及びその化合物 0.01  ㎎/l 以下  

8 六価クロム化合物 0.05  ㎎/l 以下  

9 亜硝酸態窒素 0.04  ㎎/l 以下  

10 シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01  ㎎/l 以下  

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10  ㎎/l 以下 
無機物質 

12 フッ素及びその化合物 0.8  ㎎/l 以下 
13 ホウ素及びその化合物 1.0  ㎎/l 以下  

14 四塩化炭素 0.002  ㎎/l 以下  

15 1,4-ジオキサン 0.05  ㎎/l 以下  

16 
シス-1,2-ジクロロエチレン及びトランス-1,2-

ジクロロエチレン 
0.04  ㎎/l 以下 

一般有機化学物質 

17 ジクロロメタン 0.02  ㎎/l 以下 
18 テトラクロロエチレン 0.01  ㎎/l 以下  

19 トリクロロエチレン 0.01  ㎎/l 以下  

20 ベンゼン 0.01  ㎎/l 以下  

21 塩素酸 0.6 ㎎/l 以下  

22 クロロ酢酸 0.02  ㎎/l 以下  

23 クロロホルム 0.06  ㎎/l 以下  

24 ジクロロ酢酸 0.03  ㎎/l 以下  

25 ジブロモクロロメタン 0.1  ㎎/l 以下  

26 臭素酸 0.01  ㎎/l 以下 消毒副生成物 

27 総トリハロメタン 0.1  ㎎/l 以下  

28 トリクロロ酢酸 0.03 ㎎/l 以下  

29 ブロモジクロロメタン 0.03  ㎎/l 以下  

30 ブロモホルム 0.09  ㎎/l 以下  

31 ホルムアルデヒド 0.08  ㎎/l 以下  

32 亜鉛及びその化合物 1.0  ㎎/l 以下  

33 アルミニウム及びその化合物 0.2  ㎎/l 以下  

34 鉄及びその化合物 0.3  ㎎/l 以下 金属類 

35 銅及びその化合物 1.0  ㎎/l 以下  

36 ナトリウム及びその化合物 200  ㎎/l 以下 （味覚） 

37 マンガン及びその化合物 0.05  ㎎/l 以下 （色） 

38 塩化物イオン 200  ㎎/l 以下  

39 カルシウム、マグネシウム等(硬度) 300  ㎎/l 以下 味覚 

40 蒸発残留物 500  ㎎/l 以下  

41 陰イオン界面活性剤 0.2  ㎎/l 以下 発泡 

42 ジェオスミン 0.00001  ㎎/l 以下 
臭気 

43 2-メチルイソボルネオール 0.00001  ㎎/l 以下 
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No 基準項目 基準値 分類 

44 非イオン界面活性剤 0.02  ㎎/l 以下 発泡 

45 フェノール類 0.005  ㎎/l 以下 臭気 

46 有機物(全有機炭素(TOC)の量) 3  ㎎/l 以下 味覚 

47 pH 値 5.8 以上 8.6 以下  

48 味 異常でないこと  

49 臭気 異常でないこと 基礎的性状 

50 色度 5  度以下  

51 濁度 2  度以下  

 

 

 

      * は暫定値 

No 管理目標設定項目 目標値  

1 アンチモン及びその化合物 0.015  ㎎/l 以下 
無機物・重金属 2 ウラン及びその化合物 * 0.002  ㎎/l 以下 

3 ニッケル及びその化合物 0.02  ㎎/l 以下 
5 1、2-ジクロロエタン 0.004  ㎎/l 以下 

有機物質 8 トルエン 0.4  ㎎/l 以下 
9 フタル酸ジ(2-エチルヘキシル) 0.08  ㎎/l 以下 

10 亜塩素酸 0.6  ㎎/l 以下 消毒副生成物 

12 二酸化塩素 0.6  ㎎/l 以下 消毒剤 

13 ジクロロアセトニトリル * 0.01  ㎎/l 以下 
消毒副生成物 

14 抱水クロラール * 0.02  ㎎/l 以下 
15 農薬類 1  ㎎/l 以下 農薬 

16 残留塩素 1  ㎎/l 以下 臭気 

17 カルシウム、マグネシウム等(硬度) 10～100  ㎎/l 以下 味覚 

18 マンガン及びその化合物 0.01  ㎎/l 以下 着色 

19 遊離炭酸 20  ㎎/l 以下 

味覚 

20 1,1,1-トリクロロエタン 0.3  ㎎/l 以下 
20 メチル-t-ブチルエーテル（MTBE） 0.02  ㎎/l 以下 
22 有機物等(過マンガン酸カリウム消費量) 3  ㎎/l 以下 
23 臭気強度(TON) 3  以下 

24 蒸発残留物 30～200  ㎎/l 以下 

25 濁度 1  度以下 濁り 

26 pH 値 7.5  程度 
腐食 

27 腐食性(ランゲリア指数) -1 程度以上（極力 0） 

28 従属栄養細菌 2000  個/ml 以下 病原生物 

29 1,1-ジクロロエチレン 0.1  ㎎/l 以下 一般有機物 

30 アルミニウム及びその化合物 0.1  ㎎/l 以下 着色 
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* は暫定値 

No 基準項目 目標値 区分 

1 銀 ―  

2 バリウム及びその化合物 0.7  ㎎/l 以下  

3 ビスマス及びその化合物 ―  

4 モリブデン及びその化合物 0.07  ㎎/l 以下  

5 アクリルアミド 0.0005  ㎎/l 以下  

6 アクリル酸 ―  

7 17-β-エストラジオール * 0.00008  ㎎/l 以下  

8 エチニル-エストラジオール * 0.00002  ㎎/l 以下  

9 エチレンジアミン四酢酸(EDTA) 0.5  ㎎/l 以下  

10 エピクロロヒドリン * 0.0004  ㎎/l 以下  

11 塩化ビニル 0.002  ㎎/l 以下  

12 酢酸ビニル ―  

13 2,4-トルエンジアミン ―  

14 2,6-トルエンジアミン ―  

15 N,N-ジメチルアニリン ―  

16 スチレン 0.02  ㎎/l 以下  

17 ダイオキシン類 * 1  pg-TEQ/Ｌ以下  

18 トリエチレンテトラミン ―  

19 ノニルフェノール * 0.3  ㎎/l 以下  

20 ビスフェノール A * 0.1  ㎎/l 以下  

21 ヒドラジン ―  

22 1,2-ブタジエン ―  

23 1,3-ブタジエン ―  

24 フタル酸ジ(n-ブチル) 0.01  ㎎/l 以下  

25 フタル酸ブチルベンジル 0.5  ㎎/l 以下  

26 ミクロキスチン-LR * 0.0008  ㎎/l 以下  

27 有機すず化合物 * 0.0006  ㎎/l 以下(TBTO）  

28 ブロモクロロ酢酸 ―  

29 ブロモジクロロ酢酸 ―  

30 ジブロモクロロ酢酸 ―  

31 ブロモ酢酸 ―  

32 ジブロモ酢酸 ―  

33 トリブロモ酢酸 ―  

34 トリクロロアセトニトリル ―  

35 ブロモクロロアセトニトリル ―  

36 ジブロモアセトニトリル 0.06  ㎎/l 以下  

37 アセトアルデヒド ―  

38 MX 0.001  ㎎/l 以下  

39 キシレン 0.4  ㎎/l 以下  

40 過塩素酸 0.025 ㎎/l 以下  

41 パーフルオロオクタンスルホン酸（PFOS） ―  

42 パーフルオロオクタン酸（PFOA） ―  

43 Ｎ-ニトロソジメチルアミン（NDMA） 0.0001 ㎎/l 以下  

44 アニリン 0.02 ㎎/l 以下  

45 キノリン 0.0001 ㎎/l 以下  

46 1,2,3-トリクロロベンゼン 0.02 ㎎/l 以下  

47 ニトリロ三酢酸（NTA） 0.2 ㎎/l 以下  
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No 項目 規制値 区分 

1 クリプトスポリジウム及びジアルジア ― 
病原微生物 

2 その他病原微生物 ― 

3 異物 ― 異物 

4 毒性物質 ― 毒物 

5 臭気（かび臭、油等） ― 臭気 

6 水量 ― 水量 



日立市企業局 Waterworks  of  hitachi  city 

 

40  

 

 

危害
番号 

大分類 小分類 危害の発生原因 危害に関連する主な水質項目 

1 水源 生活系 

合流式下水道の簡易放流 

ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗﾝﾄ・浄化槽等の処

理不良 

家庭雑排水(未処理)の流入 

残留塩素（ｱﾝﾓﾆｱ態窒素による塩素要求量増

加）、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、陰ｲｵﾝ

界面活性剤、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ、2-MIB、非ｲｵﾝ界面活

性剤、有機物（TOC）、臭気、濁度、色度、

内分泌撹乱化学物質（17-β-ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ、ﾉﾆﾙﾌｪ

ﾉｰﾙ、ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙ A など）、ｸﾘﾌﾟﾄ・ｼﾞｱﾙｼﾞｱ、

その他病原性微生物、ﾄﾘｸﾛﾗﾐﾝ 

2 水源 生活系 水源流域の感染症の流行 ｸﾘﾌﾟﾄ・ｼﾞｱﾙｼﾞｱ、その他病原微生物 

3 水源 畜産系 
畜産処理施設の排水処理不良 

放牧汚濁物の流出 

残留塩素（ｱﾝﾓﾆｱ態窒素による塩素要求量増

加）、有機物（TOC）、ｸﾘﾌﾟﾄ・ｼﾞｱﾙｼﾞｱ、そ

の他病原性微生物、ﾄﾘｸﾛﾗﾐﾝ 

4 水源 工業系 

工場等の排水処理施設の処

理不良 

不法投棄 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ、水銀、ｾﾚﾝ、ﾋ素、六価ｸﾛﾑ、ｼｱﾝ、ﾌｯ

素、ﾎｳ素、四塩化炭素、1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ、1,1-ｼﾞｸﾛ

ﾛｴﾁﾚﾝ、ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛ

ｴﾁﾚﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、亜鉛、銅、毒性

物質、ﾌｪﾉｰﾙ、ｼｸﾛﾍｷｼﾙｱﾐﾝ、臭気 

5 水源 農業関連 肥料の過剰投入 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、ﾘﾝ酸ｲｵﾝ 

6 水源 農業関連 農薬の大量散布 農薬類 

7 水源 
上流ダム 

関連 

上流ダム・貯水池・河川の

水質悪化 

消毒副生成物（ｸﾛﾛ酢酸、ｸﾛﾛﾎﾙﾑ、ｼﾞｸﾛﾛ酢

酸、ｼﾞﾌﾞﾛﾓｸﾛﾛﾒﾀﾝ、総ﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛ酢酸、

ﾌﾞﾛﾓｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、ﾌﾞﾛﾓﾎﾙﾑ、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ）、ｱﾙﾐ

ﾆｳﾑ、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ、2-MIB、有機物（TOC）、pH

値 

8 水源 社会 橋梁・河川工事に伴う水質悪化 濁度、油 

9 水源 社会 車両事故、暖房燃料の漏洩等 ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、臭気、ﾄﾙｴﾝ、MTBE、ｷｼﾚﾝ、油 

10 水源 人為 
水源へのﾃﾛ 

（毒物投棄） 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ、水銀、ﾋ素、六価ｸﾛﾑ、ｼｱﾝ、 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ、毒性物質 

11 水源 自然 台風や集中豪雨 

消毒副生成物（ｸﾛﾛ酢酸、ｸﾛﾛﾎﾙﾑ、ｼﾞｸﾛﾛ酢

酸、ｼﾞﾌﾞﾛﾓｸﾛﾛﾒﾀﾝ、総ﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛ酢酸、

ﾌﾞﾛﾓｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、ﾌﾞﾛﾓﾎﾙﾑ、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ）、濁

度、色度、ｸﾘﾌﾟﾄ・ｼﾞｱﾙｼﾞｱ、その他病原性微

生物 

12 水源 自然 渇水時の水質悪化 

残留塩素（ｱﾝﾓﾆｱ態窒素による塩素要求量増

加）、消毒副生成物（ｸﾛﾛ酢酸、ｸﾛﾛﾎﾙﾑ、ｼﾞｸ

ﾛﾛ酢酸、ｼﾞﾌﾞﾛﾓｸﾛﾛﾒﾀﾝ、総ﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛ酢

酸、ﾌﾞﾛﾓｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、ﾌﾞﾛﾓﾎﾙﾑ、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋ

ﾄﾞ）、陰ｲｵﾝ界面活性剤、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ、2-MIB、

非ｲｵﾝ界面活性剤、有機物（TOC）、ﾄﾘｸﾛﾗﾐﾝ 

13 水源 自然 魚の死骸 臭気 

14 水源 自然 水温の低下 ﾄﾘｸﾛﾗﾐﾝ 

15 水源 
下流排水路

関連 
排水機場等の運転 

残留塩素（ｱﾝﾓﾆｱ態窒素による塩素要求量増

加）、消毒副生成物（ｸﾛﾛ酢酸、ｸﾛﾛﾎﾙﾑ、ｼﾞｸ

ﾛﾛ酢酸、ｼﾞﾌﾞﾛﾓｸﾛﾛﾒﾀﾝ、総ﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛ酢

酸、ﾌﾞﾛﾓｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、ﾌﾞﾛﾓﾎﾙﾑ、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋ

ﾄﾞ）、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ、2-MIB、有機物（TOC）、濁

度、色度、ﾄﾘｸﾛﾗﾐﾝ 
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危害
番号 

大分類 小分類 危害の発生原因 危害に関連する主な水質項目 

16 取水・導水 
取水口 

沈砂池 

流下物等によるｽｸﾘｰﾝの閉

塞、除塵機の故障 
水量、塵芥、濁度 

17 取水・導水 低揚・高揚 ﾎﾟﾝﾌﾟ故障・破損、管破損 水量 

18 浄水場 着水井 
薬品注入設備の故障等によ

る粉末活性炭の注入不足 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ、水銀、四塩化炭素、1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾄ

ﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、消毒副生成物（ｸﾛﾛ酢

酸、ｸﾛﾛﾎﾙﾑ、ｼﾞｸﾛﾛ酢酸、ｼﾞﾌﾞﾛﾓｸﾛﾛﾒﾀﾝ、総ﾄ

ﾘﾊﾛﾒﾀﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛ酢酸、ﾌﾞﾛﾓｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、ﾌﾞﾛﾓﾎﾙ

ﾑ、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ）、陰ｲｵﾝ界面活性剤、ｼﾞｪｵｽﾐ

ﾝ、2-MIB、非ｲｵﾝ界面活性剤、ﾌｪﾉｰﾙ類、有機

物（TOC）、臭気、色度、ﾄﾙｴﾝ、MTBE、農

薬類、ｷｼﾚﾝ、内分泌撹乱化学物質（17-β-ｴｽﾄﾗ

ｼﾞｵｰﾙ、ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ、ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙ A など）、ｼｸﾛﾍｷ

ｼﾙｱﾐﾝ、残留塩素、ｱﾙﾐﾆｳﾑ、pH 値 

19 浄水場 急速攪拌 攪拌機の故障等による攪拌不足 濁度 

20 浄水場 急速攪拌 
薬品注入設備の故障等によ

る PAC の注入異常 
濁度 

21 浄水場 急速攪拌 
原水濁度水質モニターの故

障等による PAC の注入異常 
濁度 

22 浄水場 沈殿池 
原生生物に起因する凝集不良

などによる沈殿水濁度の上昇 
濁度 

23 浄水場 沈殿池 
汚泥かき寄せ及び引き抜き不

足による沈殿水濁度の上昇 
濁度 

24 浄水場 前・中塩素 
薬品注入設備の故障等によ

る中塩素の注入異常 
残留塩素、鉄、ﾏﾝｶﾞﾝ、濁度 

25 浄水場 急速ろ過池 洗浄不良、損失水頭の上昇 濁度 

26 浄水場 急速ろ過池 ろ過水残留塩素の不足 残留塩素、鉄、ﾏﾝｶﾞﾝ 

27 浄水場 急速ろ過池 
生物漏洩やろ過池機能の低

下によるろ過水濁度の上昇 

濁度、ｸﾘﾌﾟﾄ・ｼﾞｱﾙｼﾞｱ、 

その他病原性微生物 

 

28 浄水場 急速ろ過池 
ｱﾝｽﾗｻｲﾄ流出、不陸による層

厚減少 

濁度、ｸﾘﾌﾟﾄ・ｼﾞｱﾙｼﾞｱ、 

その他病原性微生物 

29 浄水場 
後塩素 

混和池 

薬品注入設備の故障及び浄

水残留塩素水質モニターの

故障等による後塩素混和池

における次亜塩素酸ナトリ

ウムの注入異常 

残留塩素、pH 値、臭気 

30 浄水場 
後塩素 

混和池 

薬品注入設備の故障等によ

る後塩素混和池における消

石灰飽和溶液の注入異常 

残留塩素、pH 値、臭気 

31 浄水場 
配水池 

（浄水池） 
経年劣化による内面塗装剥離 異物 

32 浄水場 
場内配管及

び連絡施設 
地震・工事等による破損、劣化 濁度、水量 

33 浄水場 その他 資機材(場内配管等)からの溶出 ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、味、臭気、ﾄﾙｴﾝ 

34 浄水場 その他 
浄水場開口部へのﾃﾛ（毒物

投棄） 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ、水銀、ﾋ素、六価ｸﾛﾑ、ｼｱﾝ、 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ、毒性物質 

35 浄水場 その他 浄水場における計器の故障 残留塩素、pH 値、濁度 
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危害
番号 

大分類 小分類 危害の発生原因 危害に関連する主な水質項目 

36 浄水薬品 
次亜塩素酸

ナトリウム 
長期保存による劣化 残留塩素 

37 浄水薬品 PAC 長期保存による PAC 劣化 濁度 

38 浄水薬品 活性炭 長期保存による水分の吸着 水分 

39 浄水薬品 共通事項 規格外の浄水薬品の受入 臭素酸、pH 値、濁度、塩素酸 

40 浄水薬品 共通事項 場内での浄水薬品の漏洩 pH 値 

41 
配水・ 

給水 
送配水管 

経年劣化、停電、各種事故

による濁水の発生 
鉄、ﾏﾝｶﾞﾝ、濁度、色度、水量 

42 
送水・配

水・給水 
送配水管 送・配水管の布設替え 味、臭気、ﾄﾙｴﾝ 

43 
送水・配

水・給水 
送配水管 

送・配水工程における長い

流達時間 

残留塩素、一般細菌、大腸菌、消毒副生成物

（ｸﾛﾛ酢酸、ｸﾛﾛﾎﾙﾑ、ｼﾞｸﾛﾛ酢酸、ｼﾞﾌﾞﾛﾓｸﾛﾛﾒ

ﾀﾝ、総ﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛ酢酸、ﾌﾞﾛﾓｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、

ﾌﾞﾛﾓﾎﾙﾑ、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ） 

44 
送水・配

水・給水 
送配水管 内面塗装の剥離 異物 

45 
送水・配

水・給水 
配水場 

配水場への異物混入 

（毒物混入も含む） 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ、水銀、ﾋ素、六価ｸﾛﾑ、ｼｱﾝ、 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ、毒性物質 

46 
送水・配

水・給水 

給水装置・

貯水槽 
ｸﾛｽｺﾈｸｼｮﾝ 

残留塩素、一般細菌、大腸菌、味、 

臭気、色度、濁度、油 

47 
送水・配

水・給水 

給水装置・

貯水槽 
事故等による濁水の発生 鉄、ﾏﾝｶﾞﾝ、濁度、色度 

48 
送水・配

水・給水 

給水装置・

貯水槽 

給水管・貯水槽における長

い流達時間 

残留塩素、一般細菌、大腸菌、消毒副生成物

（ｸﾛﾛ酢酸、ｸﾛﾛﾎﾙﾑ、ｼﾞｸﾛﾛ酢酸、ｼﾞﾌﾞﾛﾓｸﾛﾛﾒ

ﾀﾝ、総ﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛ酢酸、ﾌﾞﾛﾓｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、

ﾌﾞﾛﾓﾎﾙﾑ、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ） 

49 
送水・配

水・給水 
貯水槽 

貯水槽への異物混入 

（毒物混入も含む） 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ、水銀、ﾋ素、六価ｸﾛﾑ、ｼｱﾝ、 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ、毒性物質 

50 
送水・配

水・給水 
貯水槽 貯水槽の破損、清掃不足 

残留塩素、一般細菌、大腸菌、味、 

臭気、濁度、色度、異物 

51 
送水・配

水・給水 

給水装置・

貯水槽 
老朽化した給水管の存在 

残留塩素、鉄、ﾏﾝｶﾞﾝ、味、臭気、濁度、色

度、異物 

52 
送水・配

水・給水 

給水装置・

貯水槽 
資機材(給水管)からの溶出 ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、味、臭気、ﾄﾙｴﾝ 

 

 

 

 

  



安全でおいしい水の安定供給を目指して 水安全計画 2010 
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水源 （1） 工場排水等の流入 

（2） 水源へのテロ（毒物投棄） 

 

 

 

 

原水の毒物検知水槽 

1 異常の検知 

（1） 原水に設置された毒物検知水槽から異常を検知 

（2） 関連部署及び関係機関からの水質事故情報の連絡により異常を検知 

 

2 毒物検知水槽の確認 

（1） 原水等を検水ポンプから採水して、バイオアッセイを実施する。 

（2） 簡易試験キット等で異常を再確認する。 

＊ バイオアッセイ：魚の異常行動で毒物の存在を判断する方法 

「上水試験方法」に記載 

（3） 関連部署及び関係機関からの毒物の影響に関する情報を収集する。 

 

バイオアッセイ及び局内の関連部署及び関係機関の浄水場で異常がなければ様子をみる。 

 

3 異常の発生が確認された場合の影響範囲の確認と危害レベルの判断 

（1） 浄水処理工程の水を検水ポンプで採水して、バイオアッセイを実施する。 

（2） 簡易試験キット等で原因物質を調査する。 

（3） バイオアッセイから、浄水処理工程で異常が波及している影響範囲を確認する。 

（4） 毒物による異常と判断し、危害レベル 5 の対応を実施する。 

（5） 局内の関連部署及び関係機関へ連絡する。 

 

  

 

原水の毒物検知水槽で異常があった場合 

1 情報連絡 

（1） 浄水処理の停止や浄水場の配水区域への他系統からのバックアップを関連部署と協議する。 

 

2 浄水処理の停止と送配水系統の変更 

（1） 浄水処理の停止作業と浄水場の配水区域に他系統からのバックアップを実施する。 

（2） 減・断水を伴う区域は、関連部署と連携して広報活動及び応急給水活動を実施する。 
 

3 浄水処理の再開に向けた作業 

（1） 汚染源及び原因物質を調査する。 

（2） 取水地点上流域の汚染状況を把握すると同時に、原水の汚染状況を監視する。 

（3） 浄水場の処理工程で汚染された水の除害・処分方法、汚染された施設の洗浄方法と洗浄排水の除害 

・処分方法について関連部署及び関係機関と協議しながら実施する。 

（4） 汚染源の是正措置について、関連部署及び関係機関と協議する。 

 

4 浄水処理の再開 

（1） 原水及び浄水の水質検査を行い、安全を確認してから浄水処理を再開する。 

 

原水の毒物検知水槽の異常  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  HCM 1 
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水源 （1） 工場排水等の流入 

 （2） 不法投棄 

 

 

 

  
 

原水の定期水質検査 

1 異常の検知 

（1） 原水の定期水質検査の結果から、管理基準を超える亜鉛または銅の異常を検知 

 

2 定期水質検査の結果の再確認 

（1） 保存してある同一試料で、再度、原水の水質検査を実施する。 

（2） 再度採水した原水試料で水質検査を実施する。 

（3） 関連部署及び関連機関の浄水場からの亜鉛または銅に関する情報を収集する。 

 

水質検査及び関連部署及び関連機関の浄水場で異常がなければ、情報収集を継続して様子をみる。 

 

3 亜鉛または銅の異常が確認された場合の危害レベル判断 

（1） 浄水で管理基準を超過した場合は、危害レベル 3 と判定する。 

（2） 浄水では管理基準を超過していないが、原水で管理基準を超過している場合は、原水の監視を強化する 

か、危害レベル 3 の対応を実施する。 

（3） 関連部署及び関係機関へ連絡する。 

 

 

 

 

管理基準を超えて検出された場合 

1 前塩素・PAC の注入強化 

（1） 前塩素及び PAC の注入率を上げ、原水及び必要な工程水の水質検査の頻度を上げて監視する。 

（2） 前塩素及び PAC の注入を強化しても亜鉛または銅の値が低下しない場合は、注入設備を確認する。 

（3） 水質検査の結果で亜鉛または銅の濃度低下が確認できたら、前塩素及び PACの注入率を徐々に下げる。 

 

 

 

 

 

  

原水の亜鉛または銅の異常  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  HCM 2 
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水源 （1） 渇水時の水質悪化 

 （2） 上流貯水池または河川での藻類繁殖による水質悪化 

 （3） 下水道の簡易放流、生活排水等の流入 

 （4） 工場排水等の流入、不法投棄、上流排水機場等の運転による水質悪化 

 

 

 

原水の毎日検査・定期水質検査 

1 異常の検知 

（1） 毎日 2 回実施している水質検査（9 時・16 時）での官能試験から異常を検知 

（2） 定期水質検査の測定値から異常を検知 

 

2 官能試験の確認等 

（1） 再度、複数人で官能試験を実施し、異常の有無を確認する。 

（2） 水質検査委託業者へ再試験を依頼する。 

（3） 他の臭気の異常とも関連があるので、「原水の臭気の異常 HCM4」も参照する。 

 

複数人で実施した官能試験の結果及び水質検査で測定したジェオスミン及び 2-MIB が正常な 

値であれば様子をみる。 

 

3 ジェオスミンまたは 2MIB の異常が確認された場合の危害レベル判断 

（1） 原水で管理基準を超過した場合は、危害レベル 3 と判定する。 

（2） 原水で管理基準を超過していなくても、上流ダム・貯水池・河川の水質悪化等が原水に影響を及ぼす 

と予想される場合には、監視を強化するか危害レベル 3 の対応を検討する。 

 

 

  

管理基準を超えて検出された場合 

1 原水への粉末活性炭の注入 

（1） 粉末活性炭の適正注入を開始する。 

（2） 官能試験による確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

 

2 粉末活性炭注入率の変更 

（1） 粉末活性炭の注入開始後もジェオスミン・2-MIB の値が低下しない場合は、注入率を強化する。 

（2） 粉末活性炭注入を強化してもジェオスミン・2-MIBの値が低下しない場合は、注入設備も確認する。 

（3） 官能試験や水質検査の結果でジェオスミン・2-MIBの濃度低下が確認できたら、粉末活性炭の注入率 

を徐々に下げる。 

 

3 原水または送配水の系統変更（必要となる場合のみ） 

（1） 長期間の対応が必要となる場合には、原水または送配水の系統変更による対応について、関連部署と 

協議する。 

（2） 可能な場合には、原水または送配水の系統変更による対応を実施する。 

 

 

  

原水のかび臭（ジェオスミン・2-MIB）の異常  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  HCM 3 



 

 47 

 

 

 

 

 

  
水源 （1） 魚の死骸 

 （2） 下水道の簡易放流、生活排水等の流入 

 （3） 工場排水等の流入、不法投棄 

 （4） 車両の燃料等の漏洩 

 （5） 上流排水機場等の運転による水質悪化 

 

 

  

原水の毎日検査 

1 異常の検知 

（1） 毎日 2 回実施している水質検査（9 時・16 時）での官能試験から異常を検知 

 

2 官能試験の再確認 

（1） 再度、複数人で官能試験を実施し、異常の有無を確認する。 

（2） 現場で原水を採水して官能試験を行い、臭気原因物質を推定する。 

 

原水の臭気に異常がなければ、その後も様子をみる。 

 

3 原水の臭気に異常が確認された場合の影響範囲の確認と危害レベルの判断 

（1） 浄水処理工程の水を採水して官能試験を行い、臭気異常の影響範囲を確認する。 

（2） 原水で臭気に異常を確認したら、危害レベル 3 と判定する。 

（3） 局内の関連部署及び関係機関へ連絡する。 

 

  

管理基準を超えて検出された場合（通常処理の対応） 

1 原水への粉末活性炭注入 

（1） 粉末活性炭の適正注入を開始する。 

＊ ジャーテストで除去性を確認することが望ましい。 

（2） 官能試験による確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（3） 影響が沈殿池にまで及んだ場合は、沈殿池前段に手動で粉末活性炭を注入する。 

 

2 粉末活性炭注入率の変更 

（1） 粉末活性炭の注入開始後も臭気の異常が解消されない場合には、注入率を強化する。 

（2） 注入を強化しても異常が改善されなければ、注入設備や粉末活性炭についても確認する。 

 

3 臭気異常の原因調査 

（1） 汚染源、取水地点上流域の汚染状況を把握すると同時に、原水の汚染状況を監視する。 

 

 

 

  

原水の臭気の異常  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  HCM 4 
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水源   （1） 台風・集中豪雨 

 （2） 下水道の簡易放流、生活排水等の流入 

 （3） 橋梁・河川工事に伴う水質悪化 

 （4） 上流排水機場等の運転による水質悪化 

  

浄水場  （1） 薬品注入設備の故障等による粉末活性炭の注入異常 

 

 

 

原水の濁度計 

1 異常の検知 

（1） 原水に設置された濁度計から異常を検知 

 

2 濁度計の確認 

（1） 異常発生箇所における計器測定値と水質検査の結果とを比較する。 

 

水質検査で測定した濁度が管理基準より低い値で、計器誤差が異常の原因であれば、濁度計を 

調整して様子をみる。 

 

3 濁度の異常が確認された場合の危害レベル判断 

（1） 原水で管理基準を超過した場合は、危害レベル 3 と判定する。 

 

 

 

  

管理基準を超過した場合 

1 原水への PAC 注入の強化 

（1） 原水及び沈殿水の濁度に応じた PAC注入を強化する。 

（2） ジャーテストを実施して、適宜、最適な注入率を確認する。 

（3） 濁度計の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（4） 沈殿水及びろ過水濁度の監視を強化する。 

2 取水量の低減（必要となる場合のみ 特に十王浄水場） 

（1） 短時間の場合には、取水量を低減して原水濁度が低下するのを待つ。 

（2） 長期間の対応が必要となる場合には、取水量を低減すると同時に、沈殿水及びろ過水濁度の監視を 

強化する。 
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水源 （1） 工場排水等の流入、不法投棄 

 （2） 橋梁または河川工事に伴う水質悪化 

  

浄水場 （1） 場内での浄水薬品の漏洩、洗浄排水池経由による返送 

 （2） 計器の故障 

 

  

原水の pH 計 

1 異常の検知及び発生箇所の確認 

（1） 計器から pH値の異常を検知し、異常の発生箇所を確認 

 

2 原水の計器誤差の確認 

（1） 異常の発生箇所において原水を採水し、水質検査で pH値を確認する。 

（2） 計器測定値と水質検査の結果を比較する。 

 

水質検査で測定した pH 値が正常な値で、計器誤差が異常の原因であれば、計器を調整して様子 

をみる。 

 

3 原水の pH値の異常が確認された場合の影響範囲の確認と危害レベルの判断 

（1） 浄水処理工程の計器で pH値を確認する。 

（2） pH値から異常が波及している影響範囲を確認するとともに、危害レベルを判断する。 

 

  

管理基準を外れた場合 

1  pH 値が管理基準より低くなった場合 

（1） 原水から下流側で計器による pH値の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（2） 影響範囲が下流側に及んでいる場合は、「沈澱水の pH値の異常 HCM10」「ろ過水の pH値の異常 

HCM13」「浄水の pH値の異常 HCM21」を参照する。 

（3） pH値が水質基準の 5.8 より低くなった場合は、危害レベル 5 の対応を実施する。 

 

2  pH 値が管理基準より高くなった場合 

（1） 原水から下流側で計器による pH値の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（2） 影響範囲が下流側に及んでいる場合は、「沈澱水の pH値の異常 HCM10」「ろ過水の pH値の異常 

HCM13」「浄水の pH値の異常 HCM21」を参照する。 

（3） pH値が水質基準の 8.6 より高くなった場合は、危害レベル 5 の対応を実施する。 

 

水質基準 5.8～8.6 を外れた場合 

 

1  pH 値が 5.8 より低くなった場合 

（1） 原水から下流側で計器による pH値の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（2） 原水で pH値が回復しない場合には、関連部署と協議して浄水処理を停止する。 

（3） PACの凝集性や消石灰注入での対応を含め、浄水処理再開に向けた対応を実施する。 

 

2  pH 値が 8.6 より高くなった場合 

（1） 原水から下流側で計器による pH値の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（2） 原水で pH値が回復しない場合には、関連部署と協議して浄水処理を停止する。 

（3） PACの凝集性を含め、浄水処理再開に向けた対応を実施する。 

  

原水の pH 値の異常  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  HCM 6 
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水源   （1） 台風・集中豪雨 

 （2） 下水道の簡易放流、生活排水等の流入 

 （3） 橋梁・河川工事に伴う水質悪化 

 （4） 上流排水機場等の運転による水質悪化 

  

浄水場  （1） 薬品注入設備の故障等による粉末活性炭の注入異常 

 

 

 

原水のアルカリ度計 

1 異常の検知 

（1） 原水に設置されたアルカリ度計から異常を検知 

 

2 アルカリ度計の確認 

（1） 異常発生箇所における計器測定値と水質検査の結果とを比較する。 

 

水質検査で測定したアルカリ度が管理基準内の値で、計器誤差が異常の原因であれば、アルカリ 

度計を調整して様子をみる。 

 

3 アルカリ度の異常が確認された場合の危害レベル判断 

（1） 原水で管理基準を超過した場合は、危害レベル 3 と判定する。 

 

 

 

  

管理基準を超過した場合 

1 アルカリ度が管理基準より低くなった場合 

（1） 台風や集中豪雨によるアルカリ度の低下は、凝集沈殿に影響を及ぼすため、原水及び沈殿水の濁度に 

応じて PAC注入を調整する。 

（2） ジャーテストを実施して、適宜、最適な注入率を確認する。 

（3） アルカリ度の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

2 アルカリ度が管理基準より高くなった場合 

（1） 原水及び沈殿水の濁度に応じて PAC注入を調整する。 

（2） ジャーテストを実施して、適宜、最適な注入率を確認する。 

（3） アルカリ度の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

 

 

 

  

原水のアルカリ度の異常  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  HCM 7 
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水源   （1） 台風・集中豪雨 

 （2） 下水道の簡易放流、生活排水等の流入 

 （3） 橋梁・河川工事に伴う水質悪化 

 （4） 上流排水機場等の運転による水質悪化 

 （5） 海水の遡上 

浄水場  （1） 薬品注入設備の故障等による粉末活性炭の注入異常 

 

 

 

原水の電気伝導率計 

1 異常の検知 

（1） 原水に設置された電気伝導率計から異常を検知 

2 電気伝導率計の確認 

（1） 異常発生箇所における計器測定値と水質検査の結果とを比較する。 

 

水質検査で測定した電気伝導率が管理基準より低い値で、計器誤差が異常の原因であれば、 

電気伝導率計を調整して様子をみる。 

3 電気伝導率の異常が確認された場合の影響範囲の確認と危害レベルの判断 

（1） 浄水処理工程の電気伝導率の数値を確認する。 

（2） 電気伝導率から異常が波及している影響範囲を確認するとともに、危害レベルを判断する。 

（3） 原水で管理基準を超過した場合は、危害レベル 3 と判定する。 

 

 

  

管理基準を超過した場合 

1 場内に影響が及んでいない場合 

（1） 電気伝導率計の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（2） 短時間の場合には、取水量を低減して電気伝導率が低下するのを待つ。 

（3） 長期間の対応が必要となる場合には、取水量を低減すると同時に、沈殿水及びろ過水の電気伝導率の 

監視を強化する。 

2 場内に影響が及んだ場合 

（1） 電気伝導率計の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（2） 長期間の対応が必要となる場合には、取水量を低減すると同時に、沈殿水及びろ過水の電気伝導率の 

監視を強化する。 

（3）海水遡上によって電気伝導率が高くなった場合、「危害レベル 5」の対応を実施する。 

海水遡上によって電気伝導率が高くなった場合 

1 情報連絡 

（1） 浄水処理の停止や浄水場の配水区域への他系統からのバックアップについて協議する。 

2 浄水処理の停止と送配水系統の変更 

（1） 浄水処理の停止と浄水場の配水区域に他系統からのバックアップを実施する。 

（2） 減・断水を伴う区域では、関連部署と連携して広報活動及び応急給水活動を実施する。 

3 浄水処理の再開に向けた作業 

（1） 危害が場内に及んだ場合は、浄水場の処理工程から汚染された水の除害・処分方法、汚染された施設の 

洗浄方法と洗浄排水の除害・処分方法を関連部署及び関係機関と検討・協議する。 

（2） 取水地点付近の汚染状況を把握すると同時に、原水の汚染状況を監視する。 

（3） 汚染源の是正措置について、関連部署及び関係機関と協議する。 

4 浄水処理の再開 

（1） 原水及び浄水の水質検査を行い、安全を確認してから浄水処理を再開する。  

原水の電気伝導率の異常  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  HCM 8 
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（1）  

 

 

 

 

水源   （1） 工場排水の流入、不法投棄 

 （2） 橋梁・河川工事に伴う水質悪化 

 （3） 車両の燃料等の漏洩 

 

 

 

原水の毎日検査・水源の点検 

1 異常の検知 

（1） 関連部署及び関連機関から油流出に関する水質事故情報の連絡により異常を検知 

（2） 毎日 2 回実施している水質検査（9 時・16 時）の官能試験から異常を検知 

（3） 取水場の点検から異常を検知 

2 官能試験の再確認 

（1） 再度、複数人で官能試験を実施し、異常の有無を確認する。 

（2） 現場で原水を採水して官能試験を行い、油臭の有無を再確認する。 

現場で油膜、油臭を確認できない場合は様子をみる。 

3 油の異常発生が確認された場合の影響範囲の確認と危害レベルの判断 

（1） 関連部署及び関連機関からの油流出に関する水質事故情報を入手した場合は、発生箇所・油量・流達 

時間等を確認して、危害レベルを判断する。 

（2） 油の影響が既に場内に及んでいるときは、浄水場の原水から浄水まで外観と臭気を検査して影響範囲 

を確認し、危害レベルを判断する。 

（3） 油の影響を関連部署及び関連機関へ連絡する。 

 

  

わずかな油膜が確認された場合か、油臭のみの場合 

1 場内に影響が及んでいない場合 

（1） 取水施設等にオイルマット及びオイルフェンスを設置する。 

（2） 粉末活性炭の適正注入を開始する。 

（3） 原水等の臭気の監視頻度を強化する。 

（4） 大量の油の流入がある場合は、「危害レベル 5」の対応を実施する。 

2 場内に影響が及んだ場合 

（1） 粉末活性炭の適正注入を開始する。 

（2） 必要に応じて、沈殿池前段に手動で粉末活性炭を投入し、オイルマットを設置する。 

（3） 原水や浄水等に関する臭気の監視頻度を強化する。 

（4） 粉末活性炭の注入を強化しても油臭がとれない場合や大量の油の流入がある場合は、「危害レベル 5」 

の対応を実施する。 

大量の油膜が確認された場合 

1 情報連絡 

（1） 浄水処理の停止や浄水場の配水区域への他系統からのバックアップについて協議する。 

2 浄水処理の停止と送配水系統の変更 

（1） 浄水処理の停止と浄水場の配水区域に他系統からのバックアップを実施する。 

（2） 減・断水を伴う区域では、関連部署と連携して広報活動及び応急給水活動を実施する。 

3 浄水処理の再開に向けた作業 

（1） 危害が場内に及んだ場合は、浄水場の処理工程から汚染された水の除害・処分方法、汚染された施設の 

洗浄方法と洗浄排水の除害・処分方法を関連部署及び関係機関と検討・協議する。 

（2） 汚染源及び取水地点上流域の汚染状況を把握すると同時に、原水の汚染状況を監視する。 

（3） 汚染源の是正措置について、関連部署及び関係機関と協議する。 

4 浄水処理の再開 

（1）原水及び浄水の水質検査を行い、安全を確認してから浄水処理を再開する。 
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水源 （1） 工場排水等の流入、不法投棄 

 （2） 橋梁または河川工事に伴う水質悪化 

  

浄水場 （1） 規格外の浄水薬品の受入 

 （2） 場内での浄水薬品の漏洩、洗浄排水池経由による返送 

 （3） 計器の故障 

 

 

沈殿水の毎日検査・定期水質検査 

1 異常の検知及び発生箇所の確認 

（1） 毎日 2 回実施している水質検査（9 時・16 時）から異常を検知 

（2） 定期水質検査の測定値から異常を検知 

 

2 沈殿水の計器誤差の確認 

（1） 異常の発生箇所において沈殿水を採水し、水質検査で pH値を確認する。 

（2） 計器測定値と水質検査の結果を比較する。 

 

水質検査で測定した pH 値が正常な値で、計器誤差が異常の原因であれば、計器を調整して 

様子をみる。 

 

3 沈殿水の pH 値の異常が確認された場合の影響範囲の確認と危害レベルの判断 

（1） 浄水処理工程の計器で pH値を確認する。 

（2） pH値から異常が波及している影響範囲を確認するとともに、危害レベルを判断する。 

 

 
 

管理基準を外れた場合 

1 pH値が管理基準より低くなった場合 

（1） 沈殿水から下流側で計器による pH値の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（2） 影響範囲が下流側に及んでいる場合は、「ろ過水の pH値の異常 HCM13」「浄水の pH値の異常 

HCM21」を参照する。 

（3） pH値が水質基準の 5.8 より低くなった場合は、危害レベル 5 の対応を実施する。 

 

2 pH値が管理基準より高くなった場合 

（1） 沈殿水から下流側で計器による pH値の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（2） 影響範囲が下流側に及んでいる場合は、「ろ過水の pH値の異常 HCM13」「浄水の pH値の異常 

HCM21」を参照する。 

（3） pH値が水質基準の 8.6 より高くなった場合は、危害レベル 5 の対応を実施する。 

 

水質基準 5.8～8.6 を外れた場合 

1 pH値が 5.8 より低くなった場合 

（1） 沈殿水から下流側で計器による pH値の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（2） 沈殿水で pH値が回復しない場合には、関連部署と協議して浄水処理を停止する。 

（3） PACの凝集性や消石灰注入での対応を含め、浄水処理再開に向けた対応を実施する。 

 

2 pH値が 8.6 より高くなった場合 

（1） 沈殿水から下流側で計器による pH値の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（2） 沈殿水で pH値が回復しない場合には、関連部署と協議して浄水処理を停止する。 

（3） PACの凝集性を含め、浄水処理再開に向けた対応を実施する。  
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水源   （1） 台風・集中豪雨 

 （2） 橋梁・河川工事に伴う水質悪化 

  

浄水場  （1） 薬品注入設備の故障等による凝集剤の注入異常 

 （2） 攪拌機の故障等による攪拌不足 

 （3） 沈澱汚泥のかき寄せ及び引き抜きによる沈澱水濁度の上昇 

 （4） 密度流の発生による沈殿水濁度の上昇 

 （5） 原水生物に起因する凝集不良 

 （6） 規格外の浄水薬品の受入 

 （7） 浄水場における計器の故障 

 

 

 

 沈殿水の濁度計 

1 異常の検知及び発生箇所の確認 

（1） 計器から濁度の異常を検知し、異常の発生箇所を確認 

 

2 沈殿水の計器誤差の確認 

（1） 異常の発生箇所において沈殿水を採水して、水質検査で濁度を測定する。 

（2） 計器測定値と水質検査の結果とを比較する。 

 

水質検査で測定した濁度が管理基準より低い値で計器誤差が異常の原因であれば、濁度計 

を調整して様子をみる。 

 

3 沈殿水の濁度の異常が確認された場合の危害レベル判断 

（1） 浄水処理工程の計器で濁度を確認する。 

（2） 濁度が管理基準を超過している場合は、危害レベル 3 と判定する。 

 

  

管理基準を超過した場合 

1 原水への PAC・前塩素注入 

（1） PAC及び前塩素の注入状況、原水の pH値、アルカリ度等を計器と水質検査で確認する。 

（2） ジャーテストを実施して、適宜、最適注入率を確認する。 

（3） 原水及び沈殿水の濁度に応じた PAC注入を行う。 

（4） 沈殿池の汚泥かき寄せ及び引き抜き状況を確認する。 

（5） 沈殿水の濁度計の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（6） 沈殿水の濁度が改善されない場合は、注入設備や浄水薬品についても確認する。 
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水源   （1） 下水道の簡易放流、生活排水等の流入 

 （2） 家畜糞尿等の汚濁物の流入 

 （3） 上流排水機場等の運転による水質悪化 

  

浄水場  （1） 薬品注入設備（前塩素）の故障等による注入異常 

 （2） 浄水場における計器の故障 

  

 

 

沈殿水の残留塩素計 

1 異常の検知及び発生箇所の確認 

（1） 計器から残留塩素の異常を検知し、異常の発生箇所を確認 

 

2 沈殿水の計器誤差の確認 

（1） 異常の発生箇所において沈殿水等を採水して、水質検査で残留塩素を測定する。 

（2） 計器測定値と水質検査の結果とを比較する。 

 

水質検査で測定した残留塩素が正常な値で、計器誤差が異常の原因であれば、計器を調整して 

様子をみる。 

 

3 沈殿水の残留塩素の異常が確認された場合の影響範囲の確認と危害レベルの判断 

（1） 浄水処理工程の計器で残留塩素を確認する。 

（2） 残留塩素の値から、異常が波及している影響範囲を確認する。 

（3） 残留塩素が管理基準を外れている場合は、危害レベル 3と判断する。 

 

 

管理基準を外れた場合 

1 残留塩素が管理基準より低くなった場合 

（1） 原水の塩素要求量（アンモニア態窒素）に留意して、前塩素の注入率を上げる。 

（2） 沈殿水の計器による残留塩素の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（3） 沈殿水の残留塩素が改善されない場合は、注入設備についても確認する。 

 

2 残留塩素が管理基準より高くなった場合 

（1） 前塩素の注入率を下げる。 

（2） 沈殿水の計器による残留塩素の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（3） 沈殿水の残留塩素が改善されない場合は、注入設備についても確認する。 
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水源   （1） 工場排水等の流入、不法投棄 

 （2） 橋梁または河川工事に伴う水質悪化 

  

浄水場  （1） 規格外の浄水薬品の受入 

 （2） 場内での浄水薬品の漏洩、洗浄排水池経由による返送 

 （3） 計器の故障 

 

 

ろ過水の毎日検査・定期水質検査 

1 異常の検知及び発生箇所の確認 

（1） 毎日 2 回実施している水質検査（9 時・16 時）から異常を検知 

（2） 定期水質検査の測定値から異常を検知 

 

2 ろ過水の計器誤差の確認 

（1） 異常の発生箇所においてろ過水を採水し、水質検査で pH値を確認する。 

（2） 計器測定値と水質検査の結果を比較する。 

 

水質検査で測定したｐH値が正常な値で、計器誤差が異常の原因であれば、計器を調整して 

様子をみる。 

 

3 ろ過水の pH 値の異常が確認された場合の影響範囲の確認と危害レベルの判断 

（1） 浄水処理工程の計器で pH値を確認する。 

（2） pH値から異常が波及している影響範囲を確認するとともに、危害レベルを判断する。 

 

 

  

管理基準を外れた場合 

1 pH値が管理基準より低くなった場合 

（1） ろ過水から下流側で計器による pH値の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（2） 影響範囲が下流側に及んでいる場合は、「浄水の pH値の異常 HCM21」を参照する。 

（3） pH値が水質基準の 5.8 より低くなった場合は、危害レベル 5 の対応を実施する。 

 

2 pH値が管理基準より高くなった場合 

（1） ろ過水から下流側で計器による pH値の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（2） 影響範囲が下流側に及んでいる場合は、「浄水の pH値の異常 HCM21」を参照する。 

（3） pH値が水質基準の 8.6 より高くなった場合は、危害レベル 5 の対応を実施する。 

 

水質基準 5.8～8.6 を外れた場合 

1 pH値が 5.8 より低くなった場合 

（1） ろ過水から下流側で計器による pH値の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（2） ろ過水で pH値が回復しない場合には、関連部署と協議して浄水処理を停止する。 

（3） PACの凝集性や消石灰注入での対応を含め、浄水処理再開に向けた対応を実施する。 

 

2 pH値が 8.6 より高くなった場合 

（1） ろ過水から下流側で計器による pH値の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（2） ろ過水で pH値が回復しない場合には、関連部署と協議して浄水処理を停止する。 

（3） PACの凝集性を含め、浄水処理再開に向けた対応を実施する。 
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    ろ過水の濁度計 

1 異常の検知及び発生箇所の確認 

（1） 計器から濁度の異常を検知し、異常の発生箇所を確認 

2 ろ過水の計器誤差の確認 

（1） 異常の発生箇所においてろ過水等を採水して、水質検査で濁度を測定する。 

（2） 計器測定値と水質検査の結果とを比較する。 

水質検査で測定した濁度が管理基準より低い値で、計器誤差が異常の原因であれば、濁度計を 

調整して様子をみる。 

3 ろ過水の濁度の異常が確認された場合の危害レベル判断 

（1） 浄水処理工程の計器で濁度を確認する。 

（2） 濁度の値が管理基準を超過した場合は、危害レベル 3 と判断する。 

（3） 濁度の値がクリプト対策指針の 0.1 度を定常的に超過している場合は、危害レベル 5 と判断する。 

 

 

 

 

管理基準を超過した場合 

1 PACの注入強化 

（1） PACの注入率を上げる。 

（2） ろ過水の濁度計の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（3） 微生物に由来する濁度上昇の場合は、原因生物に応じて凝集強化を実施する。 

※ PAC及び前塩素注入を強化する。ただし、アオコの場合には前塩素を注入しない。 

（4） ろ過水の濁度が改善されない場合は、原水水質や注入設備・浄水薬品についても確認する。 

（5） ろ過水濁度が 0 度を超過し、定常的に超過する場合は、危害レベル 5の対応を実施する。 

ろ過水濁度が 0.1 度を定常的に超過している場合 

1 情報連絡及び浄水処理の停止と送配水の系統変更 

（1） 浄水処理の停止や浄水場の配水区域への他系統からのバックアップを他部署と協議する。 

（2） 浄水処理の停止作業と浄水場の配水区城に他系統からのバックアップを実施する。 

（3） 減・断水を伴う区域では、関連部署と連携して広報活動及び応急給水活動を実施する。 

2 クリプトスポリジウム対策 

（1） 原水及び浄水のクリプトスポリジウムについて、水質検査を実施する。 

（2） 浄水にクリプトスポリジウムが検出された場合は、「日立市企業局クリプトスポリジウム対策指針」 

による対応を実施する。 

3 浄水処理の再開に向けた作業 

（1） 濁度上昇の原因を把握する。 

（2） 水源水質が原因の場合は、発生源及び取水地点上流域の状況把握を行い、原水水質を監視する。 

（3） 浄水場の処理工程で汚染された水の処分方法、汚染された施設の洗浄方法と洗浄排水の処分方法に 

ついて、局内の関連部署及び関係機関と検討・協議する。 

4 浄水処理の再開 

（1） ろ過水の濁度を確認する。 

（2） 原水及び浄水の水質検査を行い、安全を確認してから浄水処理を再開する。 

 

  

浄水場 （1） 薬品注入設備の故障等による凝集剤の注入異常 

 （2） ろ過砂の洗浄不足 

 （3） 微生物に由来するろ過水濁度の上昇 

 （4） 地震、工事等によるろ過池の破損または劣化 

 （5） 計器の故障 
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水源   （1） 下水道の簡易放流、生活排水等の流入 

 （2） 家畜糞尿等の汚濁物の流入 

 （3） 上流排水機場等の運転による水質悪化 

  

浄水場  （1） 薬品注入設備（前塩素・中間塩素）の故障等による消毒剤の注入異常 

 （2） 計器の故障 

 

 

 

 

        ろ過水の残留塩素計 

1 異常の検知及び発生箇所の確認 

（1） 計器から残留塩素の異常を検知し、異常の発生箇所を確認 

 

2 ろ過水の計器誤差の確認 

（1） 異常の発生箇所においてろ過水等を採水して、水質検査で残留塩素を測定する。 

（2） 計器測定値と水質検査の結果とを比較する。 

 

水質検査で測定した残留塩素が正常な値で、計器誤差が異常の原因であれば、計器を調整して 

様子をみる。 

 

3 残留塩素の異常が確認された場合の影響範囲の確認と危害レベル判断 

（1） 浄水処理工程の計器で残留塩素を確認する。 

（2） 残留塩素の値から、異常が波及している影響範囲を確認するとともに、危害レベルを判断する。 

（3） 残留塩素の管理基準は、季節や水温等により変更されるため、管理基準を確認する。 

 

 

 

管理基準を外れた場合 

1 残留塩素が管理基準より低くなった場合 

（1） 前塩素・中間塩素の注入率を上げる。 

（2） 沈殿水から浄水の計器による残留塩素の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（3） 影響範囲がろ過水より下流側に及んでいる場合は、「浄水の残留塩素の異常 HCM23」を参照する。 

（4） ろ過水の残留塩素が改善されない場合には、注入設備についても確認する。 

 

2 残留塩素が管理基準より高くなった場合 

（1） 前塩素・中間塩素の注入率を下げる。 

（2） 沈殿水から浄水の計器による残留塩素の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（3） 影響範囲がろ過水より下流側に及んでいる場合は、「浄水の残留塩素の異常 HCM23」を参照する。 

（4） ろ過水の残留塩素が改善されない場合には、注入設備についても確認する。 
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浄水場 （1） 浄水場開ロ部へのテロ（毒物投棄） 

 

 

 

 

 

         浄水の毒物検知水槽 

1 異常の検知 

（1） 浄水（ろ過水）に設置された毒物検知水槽から異常を検知 

 

2 毒物検知水槽の確認 

（1） 浄水（ろ過水）を検水ポンプから採水して、バイオアッセイを実施する。 

（2） 簡易試験キット等で異常を再確認する。 

＊ バイオアッセイ：魚の異常行勤で毒物の存在を判断する方法 

 「上水試験方法」 

（3） 原水の毒物検知水槽に異常がないことを確認する。 

（4） 浄水（ろ過水）の毒物検知水槽の塩素中和設備に異常がないことを確認する。 

（5） 局内の関連部署及び関係機関の浄水場からの毒物の影響に関する情報を収集する。 

 

バイオアッセイや簡易試験キット、局内の関連部署及び関係機関でも異常がない場合は、 

毒物検知水槽を調整して様子をみる。 

 

3 異常の発生が確認された場合の影響範囲の確認と危害レベルの判断 

（1） 浄水処理工程の水を検水ポンプで採水して、バイオアッセイを実施する。 

（2） 簡易試験キット等で原因物質を調査する。 

（3） バイオアッセイから浄水処理工程で異常が波及している影響範囲を確認する。 

（4） 毒物による異常であるため、危害レベル５の対応を実施する。 

 

 

 

  浄水の毒物検知水槽で異常があった場合 

1 情報連絡 

（1） 浄水処理の停止や浄水場の配水区域への他系統からのバックアップについて局内の関連部署と 

協議する。 

 

2 浄水処理の停止と送配水の系統変更 

（1） 浄水処理の停止作業と浄水場の配水区域に他系統からのバックアップを実施する。 

（2） 減・断水を伴う区域については、関連部署と連携して広報活動及び応急給水活動を実施する。 

 

3 浄水処理の再開に向けた作業 

（1） 汚染源及び原因物質を調査する。 

（2） 浄水場の処理工程で汚染された水の除害・処分方法、汚染された施設の洗浄方法と洗浄排水の 

除害・処分方法について、局内の関連部署及び関係機関と検討・協議する。 

 

4 浄水処理の再開 

（1） 原水及び浄水の水質検査を行い、安全を確認してから浄水処理を再開する。 
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＊ 消毒副生成物 ： 基準項目 21のクロロ酢酸から基準項目 30のホルムアルデヒドまでの物質 

（基準項目 25 の臭素酸を除く。） 

 

水源 （1） 台風、集中豪雨 

（2） 渇水時の水質悪化 

（3） 下水道の簡易放流、生活排水等の流入 

（4） 上流貯水池または河川での藻類繁殖による水質悪化 

（5） 上流排水機場等の運転による水質悪化 

浄水場        （1） 薬品注入設備の故障等による粉末活性炭の注入異常 

 

 

 

 

浄水の定期水質検査 

1 異常の検知 

（1） 浄水での定期水質検査の結果から、管理基準を超える消毒副生成物の異常を検知 

 

トリハロメタンは消毒副生成物全般の指標であるため、トリハロメタンの数値が高い時は、 

その他の消毒副生成物にも留意する。 

 

2 定期水質検査の結果の再確認 

（1） 保存してある定期水質検査の同一試料で、再度、浄水の水質検査を実施する。 

（2） 浄水を再度採水した試料で水質検査を実施する。 

 

再試験の結果、消毒副生成物が正常な値であれば様子をみる。 

 

3 消毒副生成物の異常が確認された場合の危害レベル判断 

（1） 浄水で管理基準を超過していれば、危害レベル 3 と判断する。 

（2） 浄水では管理基準を超過して検出されないが、排水機場の運転開始等による原水の水質悪化が予想 

される場合には、危害レベル 3の対応を実施する。 

 

 

 

管理基準を超えて検出された場合 

1 原水への粉末活性炭の注入 

（1） 原水への粉末活性炭の適正注入を開始する。 

（2） 浄水の水質検査の頻度を上げ、経時変化を確認する。 

 

2 粉末活性炭注入率の変更 

（1） 粉末活性炭の注入開始後も、消毒副生成物の水質検査の値が低下しない場合、注入率を強化する。 

（2） 粉末活性炭注入を強化しても消毒副生成物の値が低下しない場合には、注入設備を確認する。 

（3） 消毒副生成物の水質検査の結果で濃度低下が確認できたら、粉末活性炭注入率を徐々に下げる。 
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浄水場 （1） 規格外の浄水薬品の受入れ 

（2） 長期保存による有効塩素濃度の低下 

 

 

 

 

    浄水の定期水質検査 

1 異常の検知 

（1） 浄水での定期水質検査の結果から、管理基準を超える塩素酸を検知 

 

2 定期水質検査の結果の再確認 

（1） 保存してある定期水質検査の同一試料で、再度、浄水の水質検査を実施する。 

（2） 次亜塩素酸ナトリウム貯留槽の有効塩素濃度と塩素酸濃度を測定する。 

（3） 浄水を再度採水した試料で水質検査を実施する。 

 

次亜塩素酸ナトリウム中の有効塩素濃度や塩素酸濃度に異常がない場合や、再試験において 

浄水の塩素酸濃度に異常がない場合は､情報収集を継続して様子をみる。 

 

3 塩素酸の異常が確認された場合の危害レベル判断 

（1） 浄水で管理基準を超過している場合は、危害レベル 3 と判断する。 

（2） 通常の注入率において、浄水の管理基準を超過する濃度の塩素酸が次亜塩素酸ナトリウム中に 

含まれている場合は、危害レベル 3 と判断する。 

 

 

 

管理基準を超えて検出された場合 

1 取水量の低減・他系統との混合による配水 

（1） 局内の関連部署と協議し、取水量を低減するなど他系統の送水と混合して配水する。 

（2） 他系統との混合ができない場合は、浄水・給水栓水の水質検査の頻度を上げて監視する。 

（3） 管理基準の超過が継続する場合は、消火栓で強制排水を実施する。 

 

2 次亜塩素酸ナトリウムの入れ替え 

（1） 貯留されている次亜塩素酸ナトリウムを廃棄し、新品に交換する。 

交換が困難な場合は、新品で希釈する。 

 

3 次亜塩素酸ナトリウムの管理状況の把握と改善 

（1） 次亜塩素酸ナトリウム中の塩素酸濃度と有効塩素濃度の低下率から原因を判断する。 

（2） 納入時の塩素酸濃度が高いと判断された場合は、納入業者への改善を徹底する。 

（3） 有効塩素濃度の低下による塩素酸濃度増加と判断された場合は、適正な貯留期間となるように 

納入量や貯留量を検討する。 

 

(参考) 塩素酸濃度増加の原因 

【原因】 （1） 次亜塩素酸ナトリウムの有効塩素濃度の低下 

（2） 製造時における塩素酸の発生 

 

【判断方法】 （1） 有効塩素濃度の低下による塩素酸濃度の増加量は、有効塩素濃度低下率か 

ら推計できる。有効塩素１％の低下当たり塩素酸が約 4,000mg/L増加する。 

（2） 次亜塩素酸ナトリウム中の塩素酸濃度が推計値とほぼ同様であれば、有効 

塩素濃度の低下が原因となる。 
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浄水場 （1） 規格外の浄水薬品の受入れ 

 

 

 

        浄水の定期水質検査 

1 異常の検知 

（1） 浄水の定期水質検査の結果から、管理基準を超える臭素酸を検知 

 

2 定期水質検査の結果の再確認 

（1） 保存してある定期水質検査の同一試料で、再度、浄水の水質検査を実施する。 

（2） 次亜塩素酸ナトリウム貯留槽の臭素酸濃度を測定する。 

（3） 浄水を再度採水した試料で水質検査を実施する。 

 

次亜塩素酸ナトリウム貯留槽の臭素酸濃度に異常がない場合及び再試験において浄水の臭素酸 

濃度に異常がない場合は、情報収集を継続して様子をみる。 

 

3 臭素酸の異常が確認された場合の危害レベル判断 

（1） 通常の注入率において、浄水の管理基準を超過する濃度の臭素酸が次亜塩素酸ナトリウム中に含まれ 

ている場合は、危害レベル 3 と判断する。 

（2） 次亜塩素酸ナトリウム中の臭素酸濃度に異常がない場合でも、浄水で管理基準を超過している場合は、 

危害レベル 3と判断する。 

 

 

 

管理基準を超えて検出された場合 

1 取水量を低減し、他系統と混合して配水 

（1） 局内の関連部署と協議し、取水量を低減するなどして、他系統の送水と混合して配水する。 

（2） 他系統との混合ができない場合は、浄水・給水栓水の水質検査の頻度を上げて監視する。 

（3） 管理基準の超過が継続する場合は、消火栓で強制排水を実施する。 

 

2 次亜塩素酸ナトリウムの入れ替え 

（1） 貯留されている次亜塩素酸ナトリウムを廃棄し、新品に交換する。 

交換が困難な場合は、新品で希釈する。 

（2） 納入業者への改善について徹底する。 
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水源     （1） 台風、集中豪雨 

（2） 渇水時の水質悪化 

（3） 下水道の簡易放流、生活排水等の流入 

（4） 上流排水機場等の運転による水質悪化 

 

浄水場  （1） 薬品注入設備の故障等による粉末活性炭の注入異常 

（2） 計器の故障 

 

 

 

 

浄水の定期水質検査 

1 異常の検知 

（1） 浄水の定期水質検査の結果から、管理基準を超える有機物（TOC）を検知 

 

2 定期水質検査の結果の再確認 

（1） 保存してある定期水質検査の同一試料で、再度、浄水の水質検査を実施する。 

（2） 浄水を再度採水した試料で水質検査を実施する。 

 

水質検査で測定した TOC が正常な値である場合は様子をみる。 

 

3  TOC の異常が確認された場合の危害レベル判断 

（1） 浄水で管理基準を超過している場合は、危害レベル 3 と判断する。 

（2） 浄水で管理基準を超過していなくても、排水機場の運転開始等による原水の水質悪化が予想される 

場合には、監視を強化するか、危害レベル 3の対応を実施する。 

 

 

 

管理基準を超えて検出された場合 

1 原水への粉末活性炭注入 

（1） 粉末活性炭の適正注入を開始する。 

（2） 水質検査による確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

 

2 粉末活性炭注入率の変更 

（1） 粉末活性炭の注入開始後も TOCの値が低下しない場合には、注入率を強化する。 

（2） 粉末活性炭注入を強化しても TOCの値が低下しない場合には、注入設備を確認する。 

（3） 水質検査の結果で TOCの濃度低下が確認できたら、粉末活性炭の注入率を徐々に下げる。 
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浄水場 （1） 薬品注入設備の故障等による消石灰の注入異常 

（2） 規格外の浄水薬品の受入 

（3） 計器の故障 

 

 

 

 

        浄水のｐＨ計 

1 異常の検知及び発生箇所の確認 

（1） 計器から pH値の異常を検知し、異常の発生箇所を確認 

 

2 計器の誤差の確認 

（1） 異常の発生箇所において浄水等を採水し、水質検査で pH値を測定する。 

（2） 計器測定値と水質検査の結果とを比較する。 

 

水質検査で測定した pH 値が正常な値で、計器誤差が異常の原因であれば、計器を調整して 

様子をみる。 

 

3 浄水の pH値に異常が確認された場合の影響範囲の確認と危害レベル判断 

（1） 浄水処理工程の計器で pH値を確認する。 

（2） pH値から、異常が波及している影響範囲を確認するとともに、危害レベルを判断する。 

 

 

管理基準を外れた場合 

1 pH値が管理基準より低くなった場合 

（1） 消石灰の注入率を上げる。 

（2） 各配水池における pH値の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（3） pH値が改善されない場合には、注入設備についても確認する。 

（4） pH値が水質基準の 5.8 より低くなった場合は、危害レベル 5 の対応を実施する。 

 

2 pH値が管理基準より高くなった場合 

（1） 消石灰の注入を停止する。 

（2） 局内の関連部署と協議して、他系統の送水との混合により pH値を低下させる。 

（3） 各配水池における pH値の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（4） pH値が改善されない場合には、注入設備についても確認する。 

（5） pH値が水質基準の 8.6 より高くなった場合は、危害レベル 5 の対応を実施する。 

 

水質基準 5.8～8.6 を外れた場合 

1 pH値が 5.8 より低くなった場合 

（1） 消石灰の注入率を強化する。 

（2） ろ過水から給水栓までの pH値の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（3） 浄水で pH値が回復しない場合には、関連部署と協議して浄水処理を停止する。 

（4） 浄水処理再開に向けた対応を検討・協議して実施する。 

 

2 pH値が 8.6 より高くなった場合 

（1） 局内の関連部署と協議して、浄水処理を停止する。 

（2） 浄水処理再開に向けた対応を検討・協議して実施する。 
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水源 （1） 工場排水等の流入、不法投棄 

浄水場 （1） 薬品注入設備の故障等による粉末活性炭の注入異常 

 （2） 資機材（場内配管等）からの溶出 

 

 

 

浄水の毎日検査 

1 異常の検知 

（1） 毎日 2 回実施している水質検査（9 時・16 時）での官能試験から異常を検知 

 

2 官能試験の再確認 

（1） 再度、複数人で官能試験を実施し、異常の有無を確認する。 

（2） 現場で浄水を採水して官能試験を行い、臭気原因物質を推定する。 

 

浄水の臭気に異常がなければ、その後も様子をみる。 

 

3 浄水の臭気に異常が確認された場合の影響範囲の確認と危害レベルの判断 

（1） 原水及び浄水処理工程の臭気について官能試験を行い、臭気異常の影響範囲を確認する。 

（2） 浄水で臭気の異常を確認したら、危害レベル 5 と判断する。 

（3） 局内の関連部署及び関係機関へ連絡する。 

 

 

 

浄水で臭気の異常が確認された場合 

1 情報連絡 

（1） 浄水処理の停止や浄水場の配水区域への他系統のバックアップについて、局内の関連部署と協議する。 

 

2 浄水処理の停止と送配水系統の変更 

（1） 浄水処理の停止作業と浄水場の配水区域に他系統からのバックアップを実施する。 

（2） 減・断水を伴う区域は、関連部署と連携して広報活動及び応急給水活動を実施する。 

3 浄水処理の再開に向けた作業 

（1） 汚染源及び原因物質を調査する。 

（2） 水源水質が原因の場合、発生源及び取水地点上流域の汚染状況を把握すると同時に、原水の汚染状況 

を監視する。 

（3） 浄水場の処理工程で汚染された水の除害・処分方法、汚染された施設の洗浄方法と洗浄排水の除害・ 

処分方法について、局内の関連部署及び関係機関と検討・協議して実施する。 

（4） 発生原因の是正措置について、局内の関連部署及び関係機関と協議して実施する。 

4 浄水処理の再開 

（1） 原水及び浄水の水質検査を行い、安全を確認してから浄水処理を再開する。 

 

（参考）臭気異常の原因の判別方法 

■ 原水の臭気の異常への対応として粉末活性炭を注入している場合 ： 粉末活性炭の注入異常 

■ 原水で臭気の異常が確認されない場合 ： 原水に塩素水を添加して臭気の有無を確認 

（1） 塩素水を添加して臭気が生ずる場合 

工場排水等の流入、不法投棄（フェノール類やシクロヘキシルアミン等） 

（2） 塩素水を添加しても臭気が生じない場合 

浄水場における資機材からの有害物質の溶出 

「浄水における資機材からの溶出による有害物質の異常 HCM24」についても参照する。 
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浄水場 （1） 薬品注入設備（後塩素）の故障等による注入異常 

（2） 計器の故障 

 

 

 

 

浄水の残留塩素計 

1 異常の検知及び発生箇所の確認 

（1） 計器から残留塩素の異常を検知し、異常の発生箇所を確認 

2 計器測定値の誤差の確認 

（1） 異常の発生箇所において浄水等を採水し、水質検査で残留塩素を測定する。 

（2） 計器測定値と水質検査の結果とを比較する。 

 

水質検査で測定した残留塩素が正常な値で、計器誤差が異常の原因であれば、計器を調整して 

様子をみる。 

3 残留塩素の異常が確認された場合の影響範囲の確認と危害レベル判断 

（1） 浄水処理工程の計器で残留塩素を確認する。 

（2） 残留塩素の値から、異常が波及している影響範囲を確認して、危害レベルを判断する。 

（3） 残留塩素の管理基準は、季節や水温等により変更されるので管理基準を確認する。 

 

 

管理基準を外れた場合 

1 残留塩素が管理基準より低くなった場合 

（1） 後塩素注入目標値を上げ、注入率を強化する。 

（2） ろ過池から配水池までの計器による残留塩素の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（3） 浄水の残留塩素が改善されない場合は、中塩素及び後塩素の注入設備についても確認する。 

（4） 影響範囲が浄水より下流側に及んでいる場合は、「送水・配水における残留塩素等の異常 HCM33」 

を参照する。 

2 残留塩素が管理基準より高くなった場合 

（1） 後塩素注入目標値を下げ、注入率を下げる。 

（2） ろ過池から配水池までの計器による残留塩素の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（3） 浄水の残留塩素が改善されない場合は、中塩素及び後塩素の注入設備についても確認する。 

 

水質基準 0.1mg/ｌを下回った場合 

1 情報連絡 

（1） 浄水処理の停止や浄水場の配水区域への他系統からのバックアップについて、局内の関連部署と 

協議する。 

2 浄水処理の停止と送配水の系統変更 

（1） 浄水処理の停止作業と浄水場の配水区域に他系統からのバックアップを実施する。 

（2） 減・断水を伴う区域は、関連部署と連携して広報活動及び応急給水活動を実施する。 

3 浄水処理の再開に向けた作業 

（1） 発生原因を調査する。 

（2） 発生原因の是正措置について、局内の関連部署と検討・協議して実施する。 

4 浄水処理の再開 

（1） 原水及び浄水の水質検査を行い、安全を確認してから浄水処理を再開する。 
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＊ 関連する項目：味、臭気、ジクロロメタン等（ジクロロメタン、ベンゼン及びトルエン） 

 

 

浄水場  （1） 資機材（場内配管等）からの溶出 

 

 

 
 

 

浄水の定期水質検査（味、ジクロロメタン等） 

 

 

通水前の水質検査(味、臭気、ジクロロメタン等) 

1 異常の検知 1 異常の検知 

（1） 浄水の定期水質検査から、味の異常を検知 

（2）浄水の定期水質検査の結果から､管理基準を

超える有害物質の異常を検知 

（1） 場内配管工事等における通水前の水質検査の

結果から異常を検知 

 

2 水質検査結果の再確認 2 水質検査結果の再確認 

（1） 保存してある同一試料及び再度採水した試

料で、原水と浄水の水質検査を実施する。 

（2） 原水で異常が確認されず、浄水のみで再度

異常が確認された場合、浄水場内における

資機材からの溶出と判断する。 

（1） 臭気の官能試験を行い、臭気の原因物質を推

定する。 

（2） 保存してある同一試料や再度採水した試料

で、水質検査を実施する。 

（3） 再度異常が確認された場合、資機材からの溶

出と判断する。 

3 有害物質の異常が確認された場合の影響範囲

の確認と危害レベルの判断 

3 有害物質の異常が確認された場合の影響範囲の

確認と危害レベルの判断 

（1） 水質検査を実施して影響範囲を特定する。 

（2） 浄水でジクロロメタン等が管理基準を超過

した場合は、危害レベル 3と判断する。 

（3） 浄水で味の異常が確認された場合、ジクロ

ロメタン等が水質基準等を超過している場

合は､危害レベル 5 と判断する。 

（1） 通水前水質検査結果で異常が確認された場合

は、危害レベル 3 と判断する。 

 

 

 

       管理基準を超えて検出        通水前水質検査で異常が確認 

1 取水量の低減及び他系統との混合配水 1 原因の特定等 

（1） 局内の関連部署と協議し､他系統の送水と

混合して配水する。 

（2） 他系統との混合ができない場合は、浄

水・給水栓水の水質検査の頻度を上げて

監視する。 

（3） 管理基準の超過が継続する場合は、消火

栓で強制排水を実施する。 

（1） 溶出した有害物質を推定し、原因を特定す

る。 

（2） 溶出原因について、改善する。 

 

 

 

 

2 洗浄及び通水開始 2 原因の特定等 

（1） 溶出発生場所・原因を特定し、改善す

る。 

（2） 浄水で水質基準を超えた場合は、危害レ

ベル 5 の対応を実施する。 

（1） 再度洗浄し、排水する。 

（2） 再度、水を張って水質試験を実施し、水質

検査結果に異常がないことを確認してから

通水を開始する。 

 

水質基準等を超えて検出された場合、味の異常が確認された場合 

1 情報連絡及び浄水処理の停止と送配水の系統変更 

（1） 浄水処理の停止や浄水場の配水区域への他系統のバックアップを、関連部署と協議する。 

（2） 浄水処理の停止作業と浄水場の配水区城に他系統からのバックアップを実施する。 

（3） 減・断水を伴う区域は、関連部署と連携して広報活動及び応急給水活動を実施する。 

2 浄水処理の再開に向けた作業 

（1） 汚染状況を把握する。 

（2） 浄水場の処理工程で汚染された水の除害・処分方法、汚染された施設の洗浄方法と洗浄排水の 

除害・処分方法について、局内の関連部署及び関係機関と検討・協議して実施する。 

（3） 汚染源の是正措置について、局内の関連部署と協議する。 

3 浄水処理の再開 

（1） 原水及び浄水の水質検査を行い、安全を確認してから浄水処理を再開する。 
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          原水・浄水の定期水質検査 

1 異常の検知 

（1） 原水または浄水の定期水質検査の結果から、管理基準を超える有害物質の異常を検知 

2 水質検査の結果の再確認 

（1） 保存してある同一試料で、再度、原水と浄水の水質検査を実施する。 

（2） 再度、採水した原水と浄水について、水質検査を実施する。 

（3） 局内の関連部署及び関係機関から有害物質に関する情報を収集する。 

        水質検査、局内の関連部署及び関係機関で異常がなければ、情報収集を継続して様子をみる。 

3 有害物質の異常が確認された場合の危害レベル判断 

（1） 原水で管理基準を超過している場合は、危害レベル 3 と判断する。 

（2） 浄水で管理基準を超過している場合は、危害レベル 5 の対応を検討し、必要であれば実施する。 

危害レベル 5の対応を実施しない場合は、危害レベル 3 の対応を実施する。 

（3） 局内の関連部署及び関係機関へ連絡する。 

 

 

 

原水・浄水で管理基準を超えて検出された場合 

1 粉末活性炭の注入と PAC の注入の強化 

（1） 粉末活性炭及び PACの注入を強化して、原水と浄水の水質検査の頻度を上げて監視する。 

（2） 注入を強化しても有害物質の値が低下しない場合は、注入設備を確認する。 

2 取水量の低減及び他系統との混合配水（浄水で管理基準を超過している場合） 

（1） 局内の関連部署と協議して取水量を低減し、他系統の送水と混合して配水する。 

（2） 他系統との混合ができない場合は､浄水・給水栓水の水質検査の頻度を上げて監視する。 

（3） 管理基準の超過が継続する場合は、消火栓で強制排水を実施する。 

（4） 汚染源及び取水地点上流域の汚染状況を把握すると同時に、原水の汚染状況を監視する。 

（5） 浄水で管理基準の超過が継続する場合は、必要に応じて危害レベル 5の対応を実施する。 

         浄水で管理基準を超過して危害レベル 5 と判断された場合 

浄水で水質基準を超過した場合 

1 情報連絡 

（1） 浄水処理の停止や浄水場の配水区域への他系統からのバックアップについて、局内の関連部署と 

協議する。 

2 浄水処理の停止と送配水の系統変更 

（1） 浄水処理の停止作業と浄水場の配水区域に他系統からのバックアップなどを実施する。 

（2） 減・断水を伴う区域は、関連部署と連携して広報活動及び応急給水活動を実施する。 

3 浄水処理の再開に向けた作業 

（1） 汚染源及び取水地点上流域の汚染状況を把握すると同時に、原水の汚染状況を監視する。 

（2） 浄水場の処理工程で汚染された水の除害・処分方法、汚染された施設の洗浄方法と洗浄排水の 

除害・処分方法を、局内の関連部署及び関係機関と検討・協議して実施する。 

（3） 汚染源の是正措置について、局内の関連部署及び関係機関と協議する。 

4 浄水処理の再開 

（1）原水及び浄水の水質検査を行い、安全を確認してから浄水処理を再開する。 

 

 

  

水源 （1） 工場排水等の流入、不法投棄 

 （2） 水源へのテロ（毒物投棄） 

  

浄水場 （1）浄水場開ロ部へのテロ（毒物投棄） 
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＊ダイオキシン類（要検討項目 17）の対応を含む 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原水・浄水の定期水質検査 

1 異常の検知 

（1） 原水または浄水の定期水質検査の結果から、管理基準を超える有害物質の異常を検知 

2 水質検査の結果の再確認 

（1） 保存してある同一試料で、再度、原水と浄水の水質検査を実施する。 

（2） 再度採水した原水と浄水について、水質検査を実施する。 

（3） 局内の関連部署及び関係機関から有害物質に関する情報を収集する。 

 

水質検査、局内の関連部署及び関係機関で異常がなければ、情報収集を継続して様子をみる。 

3 有害物質の異常が確認された場合の危害レベル判断 

（1） 原水で管理基準を超過している場合は、危害レベル 3 と判断する。 

（2） 浄水で管理基準を超過している場合は､危害レベル 5 の対応を検討し､必要であれば実施する。 

危害レベル 5の対応を実施しない場合は、危害レベル 3 の対応を実施する。 

（3） 局内の関連部署及び関係機関へ連絡する。 

 

 

原水・浄水で管理基準を超えて検出された場合 

1 PACの注入強化 

（1） PACの注入率を強化するとともに、原水及び浄水の水質検査の頻度を上げて監視する。 

2 取水量の低減及び他系統との混合配水（浄水で管理基準を超過している場合） 

（1） 局内の関連部署と協議して取水量を低減し、他系統の送水と混合して配水する。 

（2） 他系統との混合ができない場合は､浄水・給水栓水の水質検査の頻度を上げて監視する。 

（3） 管理基準の超過が継続する場合には、消火栓で強制排水を実施する。 

（4） 汚染源及び取水地点上流域の汚染状況を把握すると同時に、原水の汚染状況を監視する。 

（5） 浄水で管理基準の超過が継続する場合は、危害レベル 5の対応を検討し、必要であれば実施する。 

浄水で管理基準を超過して危害レベル 5 と判断された場合 

浄水で水質基準を超過した場合 

1 情報連絡 

（1） 浄水処理の停止や浄水場の配水区域への他系統からのバックアップについて、局内の関連部署と 

協議する。 

2 浄水処理の停止と送配水の系統変更 

（1） 浄水処理の停止作業と浄水場の配水区域に他系統からのバックアップなどを実施する。 

（2） 減・断水を伴う区域は、関連部署と連携して広報活動・応急給水活動を実施する。 

3 浄水処理の再開に向けた作業 

（1） 汚染源及び取水地点上流域の汚染状況を把握すると同時に、原水の汚染状況を監視する。 

（2） 浄水場の処理工程で汚染された水の除害・処分方法、汚染された施設の洗浄方法と洗浄排水の 

除害・処分方法について、局内の関連部署及び関係機関と検討・協議して実施する。 

（3） 汚染源の是正措置について、局内の関連部署及び関係機関と協議する。 

4 浄水処理の再開 

（4） 原水及び浄水の水質検査を行い、安全を確認してから浄水処理を再開する。 

 

 

  

水源 （1） 工場排水等の流入、不法投棄 

 （2） 水源へのテロ（毒物投棄） 

  

浄水場 （1）浄水場開ロ部へのテロ（毒物投棄） 
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水源 （1） 工場排水等の流入、不法投棄 

 

 

 

 

原水・浄水の定期水質検査 

1 異常の検知 

（1） 原水または浄水の定期水質検査の結果から、管理基準を超える有害物質の異常を検知 

 

2 定期水質検査の結果の再確認 

（1） 保存してある同一試料で、再度、原水と浄水の水質検査を実施する。 

（2） 再度採水した原水と浄水について、水質検査を実施する。 

（3） 局内の関連部署及び関係機関から有害物質に関する情報を収集する。 

 

水質検査、局内の関連部署及び関係機関で異常がなければ、情報収集を継続して様子をみる。 

 

3 有害物質の異常が確認された場合の危害レベル判断 

（1） 浄水で管理基準を超過していれば危害レベル 3、水質基準を超過していれば危害レベル 5 と判断する。 

（2） 浄水では管理基準を超過していないが、原水では管理基準を超過している場合は、原水の監視を 

強化するか、危害レベル 3の対応を実施する。 

（3） 局内の関連部署及び関係機関へ連絡する。 

 

 

  原水・浄水で管理基準を超えて検出された場合 

1 PACの注入強化 

（1） PACの注入率を上げ、原水及び浄水の水質検査の頻度を上げて監視する。 

 

2 取水量の低減及び他系統との混合配水（浄水で管理基準を超過している場合） 

（1） 局内の関連部署と協議して取水量を低減し、他系統の送水と混合して配水する。 

（2） 他系統との混合ができない場合は、浄水・給水栓水の水質検査の頻度を上げて監視する。 

（3） 管理基準の超過が継続する場合には、消火栓で強制排水を実施する。 

（4） 汚染源及び取水地点上流域の汚染状況を把握すると同時に、原水の汚染状況を監視する。 

（5） 浄水で水質基準を超えた場合、危害レベル 5 の対応を実施する。 

浄水で水質基準を超えて検出された場合 

1 情報連絡 

（1） 浄水処理の停止や浄水場の配水区域への他系統からのバックアップについて、局内の関連部署 

と協議する。 

2 浄水処理の停止と送配水の系統変更 

（1） 浄水処理の停止作業と浄水場の配水区域に他系統からのバックアップなどを実施する。 

（2） 減・断水を伴う区域は、関連部署と連携して広報活動及び応急給水活動を実施する。 

3 浄水処理の再開に向けた作業 

（1） 汚染源及び取水地点上流域の汚染状況を把握すると同時に、原水の汚染状況を監視する。 

（2） 浄水場の処理工程で汚染された水の除害・処分方法、汚染された施設の洗浄方法と洗浄排水の 

除害・処分方法について、局内の関連部署及び関係機関と検討・協議して実施する。 

（3） 汚染源の是正措置について、局内の関連部署及び関係機関と協議する。 

4 浄水処理の再開 

（1） 原水及び浄水の水質検査を行い、安全を確認してから浄水処理を再開する。 
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＊揮発性有機物等：基準項目 13 の四塩化炭素から 19 のベンゼンまでの物質、トルエン、農薬類等 

 

 

 

水源 （1）工場排水等の流入、不法投棄 

 （2）農薬の大量散布 

 （3）車両の燃料等の漏洩 

 （4）上流排水機場等の運転による水質悪化 

 

 

 

    原水・浄水の定期水質検査 

1 異常の検知 

（1） 原水または浄水の定期水質検査の結果から、管理基準を超える有害物質の異常を検知 

2 定期水質検査の結果の再確認 

（1） 保存してある同一試料で、再度、原水と浄水の水質検査を実施する。 

（2） 再度採水した原水と浄水について、水質検査を実施する。 

（3） 局内の関連部署及び関係機関から有害物質に関する情報を収集する。 

 

水質検査、局内の関連部署及び関係機関で異常がなければ、情報収集を継続して様子をみる。 

3 有害物質の異常が確認された場合の危害レベル判断 

（1） 浄水で管理基準超過の場合は危害レベル 3、水質基準超過の場合は危害レベル 5 と判断する。 

（2） 浄水では管理基準を超過して検出されないが、原水では管理基準を超過している場合には、 

原水の監視を強化するか、危害レベル 3 の対応を実施する。 

（3） 局内の関連部署及び関係機関へ連絡する。 

 

 

 

 

原水または浄水で管理基準を超えて検出された場合 

1 粉末活性炭の注入 

（1） 粉末活性炭の注入を強化すると同時に、原水及び浄水の水質検査の頻度を上げて監視する。 

（2） 粉末活性炭の注入を強化しても有害物質の値が低下しない場合は、注入設備を確認する。 

2 取水量の低減及び他系統との混合配水（浄水で管理基準を超過している場合） 

（1） 局内の関連部署と協議して取水量を低減し、他系統の送水と混合して配水する。 

（2） 他系統との混合ができない場合は､浄水・給水栓水の水質検査の頻度を上げて監視する。 

（3） 管理基準の超過が継続する場合には、消火栓で強制排水を実施する。 

（4） 汚染源及び取水地点上流域の汚染状況を把握すると同時に、原水の汚染状況を監視する。 

（5） 浄水で水質基準を超えた場合は、危害レベル 5 の対応を実施する。 

 

水質基準を超えて検出された場合 

1 情報連絡 

（1） 浄水処理の停止や浄水場の配水区域への他系統からのバックアップを関連部署と協議する。 

2 浄水処理の停止と送配水の系統変更 

（1） 浄水処理の停止作業と浄水場の配水区域に他系統からのバックアップなどを実施する。 

（2） 減・断水を伴う区域は、関連部署と連携して広報活動及び応急給水活動を実施する。 

3 浄水処理の再開に向けた作業 

（1） 汚染源及び取水地点上流域の汚染状況を把握すると同時に、原水の汚染状況を監視する。 

（2） 浄水場の処理工程で汚染された水の除害・処分方法、汚染された施設の洗浄方法と洗浄排水の 

除害・処分方法について、局内の関連部署及び関係機関と検討・協議して実施する。 

（3） 汚染源の是正措置について、局内の関連部署及び関係機関と協議する。 

4 浄水場の再開 

（1） 原水及び浄水の水質検査を行い、安全を確認してから浄水処理を再開する。 
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＊ クリプトスポリジウム、ジアルジアの対応を含む。 

 

 

水源 （1） 水源流域における感染症の流行 

 

 

 

原水の定期水質検査 

1 異常の検知 

（1） 原水の定期水質検査の結果から、管理基準を超えるクリプトスポリジウム等を検出 

（2） 局内の関連部署、関係機関からの感染症の流行に関する情報連絡により異常を検知 

2 水質検査の結果の再確認 

（1） 保存してある同一試料（浄水）で、再度水質検査を実施する。 

（2） 再度採水した原水と浄水について、水質検査を実施する。 

（3） 局内の関連部署及び関係機関から感染症の流行に関する情報を収集する。 

 

        水質検査、局内の関連部署及び関係機関の浄水場で異常がなければ、情報収集を継続して 

様子をみる。 

3 病原性微生物等の異常が確認された場合の危害レベル判断 

（1） 原水のクリプトスポリジウム等が検出された場合は、危害レベル 3 と判断する。 

（2） 水源での感染症の流行による原水の水質悪化が予想される場合には、監視を強化するか、 

危害レベル 3の対応を検討する。 

（3） 浄水でクリプトスポリジウム等が検出された場合は、直ちに、危害レベル 5 と判断する。 

（4） 局内の関連部署及び関係機関へ連絡する。 

 

 

 

 

         原水でクリプトスポリジウム等が検出された場合 

1 凝集処理及び塩素処理の強化 

（1） PACの注入率を上げて、凝集処理を強化する。 

（2） 前塩素、中塩素または後塩素の注入率を強化する。 

（3） ろ過水濁度の確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

（4） 浄水の水質検査による確認頻度を上げ、経時変化を監視する。 

2 浄水及び水源の汚染状況の監視 

（1） 浄水のクリプトスポリジウム等の水質検査を実施する。 

（2） 浄水でクリプトスポリジウム等が検出された場合は、危害レベル 5 の対応を実施する。 

（3） 汚染源及び取水地点上流域の汚染状況を把握すると同時に、原水の汚染状況を監視する。 

 

浄水でクリプトスポリジウム等が検出された場合 

1 情報連絡 

（1） 浄水処理の停止や浄水場の配水区域への他系統からのバックアップについて局内の関連部署 

と協議する。 

2 浄水処理の停止と送配水系統の変更 

（1） 浄水処理の停止作業と浄水場の配水区域に他系統からのバックアップを実施する。 

（2） 減・断水を伴う区域は、関連部署と連携して広報活動及び応急給水活動を実施する。 

3 クリプトスポリジウム対策 

（1） 「日立市企業局クリプトスポリジウム対策指針」による対応を実施する。 

4 浄水処理の再開に向けた作業 

（1） 汚染源及び取水地点上流域の汚染状況を把握すると同時に、原水の汚染状況を監視する。 

（2） 浄水場の処理工程で汚染された水の除害・処分方法について、局内の関連部署及び関係機関と 

検討・協議して実施する。 

5 浄水処理の再開 

（1） 原水及び浄水の水質検査を行い、安全を確認してから浄水処理を再開する。 

 

 

原水・浄水の病原性微生物等の異常＊  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  HCM 29 
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＊ 関連する項目：鉄またはマンガン、味、臭気、色度、異物 

 

 

送配水  （1） 経年劣化、停電または各種事故による濁水の発生 

 

 

 

定期水質検査 

1 異常の検知 

（1） 定期水質検査に関連する項目の数値から異常を検知 

 

2 計器誤差の確認または定期水質検査の結果の再確認 

（1） 浄水場出口及び配水区域における濁度等を確認する。 

（2） 保存してある同一試料で、濁度及び関連する項目の再検査を実施する。 

（3） 再検査で異常な数値の場合は、浄水場出口や配水池で採水し、水質検査を実施する。 

 

水質検査の結果が正常な値であれば様子をみる。 

 

3 濁度等の異常が確認された場合の危害レベル判断 

（1） 水質検査から、異常が波及している範囲を確認するとともに、危害レベルを判断する。 

（2） 濁度等の発生原因となる工事等が付近で行われていないかなど原因箇所を特定する。 

（3） 局内の関連部署へ連絡する。 

 

給水栓に影響が及んだ場合には､｢給水における濁度等の異常 HCM36｣の管理対応措置 

も実施する。 

 

 

濁度等が水質基準を上回るおそれのある場合 

1 配水場における対応 

（1） 局内の関連部署と協議して、配水場で他系統と混合して配水する。 

（2） 配水場で濁度等の監視を強化して、水質異常がないことを確認する。 

 

2 配水管における対応 

（1） 水道管管理図等で現場状況を確認し、排水設備または消火栓から排水作業を実施する。 

（2） 影響範囲の消火栓で濁度等の監視を強化して、水質異常がないことを確認する。 

 

濁度等が水質基準を上回っている場合 

1 配水場における対応 

（1） 配水を停止したうえで緊急排水と他系統からのバックアップを局内の関連部署と協議して実施する。 

（2） 他系統からのバックアップができず、減・断水を伴う区域は、局内の関連部署と連携して広報活動 

及び応急給水活動を実施する。 

（3） 配水場で水質検査を実施し、濁度等に異常がないことを確認してから通水を開始する。 

 

2 配水管における対応 

（1） 影響の拡大防止のため、断水作業や配水調整を実施する。 

（2） 他系統からのバックアップについて、局内の関連部署と協議して実施する。 

（3） 他系統からのバックアップができず、減・断水を伴う区域は、局内の関連部署と連携して広報活動 

及び応急給水活動を実施する。 

（4） 水道管管理図等で現場状況を確認し、排水設備または消火栓から排水作業を実施する。 

（5） 影響範囲の消火栓において、濁度等に異常がないことを確認してから通水を開始する。 

  

送水・配水における濁度等＊の異常  （濁度・色度・鉄・マンガン）・・・・・・・・・・・・・・  HCM 30 
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＊ 関連する項目：味・臭気・ジクロロメタン等（ジクロロメタン・ベンゼン・トルエン） 

 
  

送配水  （1） 送・配水管の布設替え 

 

 

  
 

      配水区域における給水栓水の定期水質検査        送水または配水管の通水前水質検査 

1 異常の検知 

（1） 配水区域における給水栓水の定期水質検査の結果

から､味またはジクロロメタン等の異常を検知 

2 水質検査結果の再確認 

（1） 保存してある同一試料で、再検査を実施する。 

（2） 再検査で異常な数値を示していれば､浄水場出口、

配水場、配水区域における給水栓水または周辺消

火栓から採水して水質検査を実施する。 

3 影響範囲と危害レベルの判断 

（1） 水質検査の結果から影響範囲を確認する。 

（2） ジクロロメタン等が管理基準を超過していれば危

害レベル 3 と判断する。 

（3） 味の異常確認やジクロロメタン等が水質基準等を

超過していれば､危害レベル 5と判断する。 

1 通水前の水質検査による異常の検知 

（1） 送水管または配水管における通水前の水質検

査の結果から、味、臭気またはジクロロメタ

ン等の異常を検知 

2 水質検査結果の再確認 

（1） 保存してある同一試料や再度採水した試料

で、水質検査を実施する。 

（2） 再度異常が確認された場合、送水または配水

管からの溶出と判断する。 

3 影響範囲と危害レベルの判断 

（1） 通水前の水質検査で異常が確認された場合、

危害レベル 3と判断する。 

 

 
 

ジクロロメタン等が管理基準超過の場合 通水前の水質検査で異常が確認された場合 

  

1 原因の特定等 

（1） 工事等の記録で異常発生箇所、原因を特定す

る。 

2 配水場における対応 

（1） 局内の関連部署と協議し､配水場で他系統の送水

と混合して配水する。 

（2） 配水場でジクロロメタン等の監視を強化し、水

質異常がないことを確認する。 

3 配水管における対応 

（1） 水道管管理図等で現場状況を確認し､排水設備ま

たは消火栓から排水作業を実施する。 

（2） 影響範囲の消火栓で､ジクロロメタン等の監視を

強化し、水質異常がないことを確認する。 

1 原因の特定等 

（1） 溶出した有害物質を推定し、異常の発生原因を特

定する。 

（2） 異常の発生原因を改善する。 

2 洗浄及び通水開始 

（1） 洗浄を行い、排水作業を実施する。 

（2） 水張り後に、再度、水質検査を実施して異常がな

いことを確認してから通水を開始する。 

 

ジクロロメタン等が水質基準を超過、味の異常が確認された場合 

1 配水場における対応 

（1） 配水を停止したうえで、緊急排水と他系統からのバックアップについて、関連部署と協議して実施する。 

（2） 他系統からのバックアップができず、減・断水を伴う区域は、局内の関連部署と連携して広報活動及び 

応急給水活動を実施する。 

（3） 原因箇所の洗浄作業を実施する。 

（4） 配水場において水質検査を実施し、水質異常がないことを確認してから通水を開始する。 

2 配水管における対応 

（1） 影響の拡大防止のため、断水作業や配水調整を実施する。 

（2） 他系統からのバックアップについて、局内の関連部署と協議して実施する。 

（3） 他系統からのバックアップができず、減・断水を伴う区域は、局内の関連部署と連携して広報活動及び 

応急給水活動を実施する。 

（4） 水道管管理図等で現場状況を確認し、排水設備または消火栓から排水作業を実施する。 

（5） 原因箇所の洗浄作業を実施する。 

（6） 影響範囲の消火栓において水質検査を実施し、水質異常がないことを確認してから通水を開始する。  

送水・配水における資機材からの溶出による有害物質＊の異常  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  HCM 31 
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＊ 関連する項目：味、臭気、ジクロロメタン等（ベンゼン、トルエン） 

 

  

送配水  （1） 送・配水管の布設替え 

 

 

 

「給水における臭気の異常 HCM37」から異常を検知 

1 異常の検知 

（1） 「給水における臭気の異常 HCM37」に関する状況確認から、送配水の臭気の異常を検知 

2 味や臭気等の異常の確認 

（1） 「給水における臭気の異常 HCM37」に関する状況確認から、浄水場出口、配水場、配水区域に 

おける給水栓水または周辺消火栓において、味や臭気等について水質検査を実施しているので、 

その数値を確認する。 

（2） 配水場、配水区域における給水栓水または周辺消火栓で味、臭気及びジクロロメタン等の異常が 

確認された場合は、送配水工程における臭気異常と判断する。 

3 影響範囲の確認と危害レベルの判断 

（1） 味、臭気及びジクロロメタン等の水質検査の結果から、異常が波及している範囲を確認する。 

（2） ジクロロメタン等が管理基準を超過している場合は、危害レベル 3 と判断する。 

（3） 味、臭気の異常が確認された場合またはジクロロメタン等が水質基準等を超過している場合には、 

危害レベル 5と判断する。 

（4） 味、臭気及びジクロロメタン等の異常が発生した箇所及び原因を特定する。 

 

 

 

ジクロロメタン等が管理基準を超過した場合 

1 原因の特定等 

（1） 工事等の記録で異常の発生箇所及び原因を特定する。 

2 配水場における対応 

（1） 局内の関連部署と協議し、配水場で他系統の送水と混合して配水する。 

（2） 配水場の監視を強化して、ジクロロメタン等に異常が無いことを確認する。 

3 配水管における対応 

（1） 水道管管理図等で現場状況を確認し、排水設備または消火栓から排水作業を実施する。 

（2） 影響範囲の消火栓の監視を強化して、ジクロロメタン等に異常が無いことを確認する。 

ジクロロメタン等が水質基準等を超過、味または臭気の異常が確認された場合 

1 配水場における対応 

（1） 配水を停止したうえで、緊急排水と他系統からのバックアップを、局内の関連部署と協議して 

実施する。 

（2） 他系統からのバックアップができず、減・断水を伴う区域は、局内の関連部署と連携して広報活動 

及び応急給水活動を実施する。 

（3） 臭気原因物質の混入経路を特定する。 

（4） 配水場において水質検査を実施し、安全性を確認してから通水を開始する。 

（5） 対応及び経過等を局内の関連部署及び関係機関に連絡する。 

2 配水管における対応 

（1） 影響の拡大防止のため、断水作業や配水調整を実施する。 

（2） 他系統からのバックアップについて、局内の関連部署と協議して実施する。 

（3） 他系統からのバックアップができず、減・断水を伴う区域は、局内の関連部署と連携して広報活動 

及び応急給水活動を実施する。 

（4） 水道管管理図等で現場状況を確認し、排水設備または消火栓から排水作業を実施する。 

（5） 影響範囲の消火栓において、水質検査により安全性を確認してから通水を開始する。 

（6） 対応及び経過等を局内の関連部署及び関係機関に連絡する。 

 

  

送水・配水における臭気の異常  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  HCM 32 
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＊ 関連する項目：一般細菌、大腸菌、トリハロメタン類、ハロ酢酸類、ホルムアルデヒド 

  

送配水 （1） 送水工程または配水工程における長い流達時間 

（2） 薬品注入設備（後塩素・追加塩素）の故障等による消毒剤の注入異常 

 

 

 

監視計器 （配水場の残留塩素計、配水区域における給水栓水の残留塩素（委託業務）） 

1 異常の検知 

（1） 配水場または配水区域における給水栓水の残留塩素の数値から異常を検知 

（2） 定期水質検査の結果から消毒副生成物等の異常を検知 

2 残留塩素等の異常の判断 

（1） 浄水場出口、配水場及び配水区域における給水栓水の残留塩素等の数値を確認する。 

（2） 計器の異常数値や機械故障等でない場合、配水場、配水区域の給水栓水、消火栓で採水し、 

残留塩素及び濁度等の水質検査を実施する。 

 

水質検査の結果が正常な値で、計器誤差等が異常の原因であれば、計器を調整して様子をみる。 

3 残留塩素等の異常が確認された場合の影響範囲の確認と危害レベル判断 

（1） 水質検査の結果から、異常が波及している範囲を確認するとともに、危害レベルを判断する。 

（2） 局内の関連部署へ連絡する。 

 

 

水質管理目標値 1.0mg/L を超過した場合 

1 追加塩素注入設備での塩素注入の適正化 

（1） 追加塩素を注入している場合には、注入率を下げるか停止する。 

（2） 浄水場出口から配水区域における給水栓水までの残留塩素の経時変化を監視する。 

（3） 残留塩素が改善されない場合は、注入設備についても確認する。 

 

水道法施行規則に定められた 0.1mg/Lを下回るおそれのある場合 

1 初期対応 

（1） 浄水場出口の残留塩素制御目標値を上げて、中塩素や後塩素の注入を強化する。 

2 配水場における対応 

（1） 配水場において、追加塩素の設備が整備されている場合は、追加塩素を実施する。 

（2） 必要があれば、局内の関連部署と協議して配水場で他系統と混合して配水する。 

3 配水管における対応 

（1） 水道管管理図等で現場状況を確認し、排水設備や消火栓から停滞水の排水作業を実施する。 

（2） 影響範囲の消火栓で残留塩素等の監視を強化して、水質異常がないことを確認する。 

 

夏季の高水温期にはトリハロメタン類等の消毒副生成物の数値が高くなるので、配水区域 

における給水栓水の定期水質検査で適切に監視する。 

          水道法施行規則に定められた 0.1mg/L を下回った場合 

1 初期対応 

（1） 浄水場出口の残留塩素制御目標値を上げて、中塩素や後塩素の注入を強化する。 

2 配水場における対応 

（1） 配水場において、迫加塩素の設備が整備されている場合は、追加塩素を実施する。 

（2） 配水を停止したうえで他系統からのバックアップについて、局内の関連部署と協議して実施する。 

（3） 他系統からのバックアップができず減・断水を伴う区域は、広報活動及び応急給水活動を実施する。 

（4） 配水場において水質検査を実施し、残留塩素等に異常がないことを確認してから通水を開始する。 

3 配水管における対応 

（1） 影響の拡大防止のため、断水作業や配水調整を実施する。 

（2） 配水を停止したうえで他系統からのバックアップについて、局内の関連部署と協議して実施する。 

（3） 水道管管理図等で現場状況を確認し、排水設備または消火栓から停滞水の排水作業を実施する。 

（4） 影響範囲の消火栓で水質検査により残留塩素等に異常がないことを確認してから通水を開始する。 
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※ 関達する項目：カドミウム、水銀、ヒ素、六価クロム、シアン化物イオン及び塩化シアン、ダイオキシン類、 

毒性物質 

  

送配水 （1） 配水場への異物混入（毒物混入を含む） 

 

 

 

 

監視計器 （配水場における残留塩素計、配水区域における給水栓水の定期水質検査） 

1 異常の検知 

（1） 配水場の残留塩素計、配水区域における給水栓水の定期水質検査から水質異常を検知 

（2） 配水場において、鍵やフェンスの破壊等による異常を検知 

2 水質異常の確認 

（1） 配水場の残留塩素の数値、配水区域における給水栓水の定期水質検査の結果を確認する。 

（2） 計器の異常値が複数の項目で見られる場合、または異常を示している計器の数値変動が機械の 

故障等によるものでないと推定された場合、配水場、配水区域における給水栓または周辺消火栓で 

採水する。 

（3） 残留塩素、電気伝導率及び必要な項目の水質検査を実施する。 

 

      水質検査の結果が正常な値で、計器誤差等が異常の原因であれば、計器を調整して様子をみる。 

 

（4） 水質検査の結果に異常があれば、採水した試料でバイオアッセイを実施して水質異常か再確認する。 

＊ 魚の異常行動で毒物の存在を判断する方法「上水試験方法」 

3 鍵やフェンスの破壊等の対応 

（1） 配水場で異物混入があっと考えられる場所で、水質検査及びバイオアッセイを実施する。 

4 異物混入による水質異常が確認された場合の影響範囲の確認と危害レベルの判断 

（1） 水質検査及びバイオアッセイの結果から、影響範囲を確認する。 

（2） 異物混入による水質異常と判断し、直ちに危害レベル 5の対応を実施する。 

（3） 局内の関連部署及び関係機関に連絡する。 

 

  

異物混入が発見された場合 

1 配水場における対応 

（1） 配水を停止したうえで緊急排水と他系統からのバックアップを局内の関連部署と協議して実施する。 

（2） 他系統からのバックアップができず、減・断水を伴う区域は、局内の関連部署と連携して広報活動 

及び応急給水活動を実施する。 

（3） 異物の混入経路及び原因物質を特定する。 

（4） 配水場において水質検査を実施し、安全性を確認してから通水を開始する。 

（5） 対応及び経過等を局内の関連部署及び関係機関に連絡する。 

2 配水管における対応 

（1） 影響の拡大防止のため、断水作業や配水調整を実施する。 

（2） 他系統からのバックアップについて、局内の関連部署と協議して実施する。 

（3） 他系統からのバックアップができず、減・断水を伴う区域は、局内の関連部署と連携して広報活動 

及び応急給水活動を実施する。 

（4） 水道管管理図等で現場状況を確認し、排水設備または消火栓から排水作業を実施する。 

（5） 影響範囲の消火栓において、水質検査により安全性を確認してから通水を開始する。 

（6） 対応及び経過等を局内の関連部署及び関係機関に連絡する。 
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送配水 （1） クロスコネクションの発生 

 

 

 

 

        お客さまの問い合わせ 

1 異常の検知 

（1） お客さまからの問い合わせで、味、臭気、濁水、水色等の水質異常を検知 

2 水質異常の確認 

（1） お客さまからの問い合わせの内容及び味と臭気等の異常を感じた前後における工事等の有無から、 

対応方針を整理する。 

（2） 浄水場出口、配水場及び配水区域における給水栓水で残留塩素、味、臭気、濁度及び色度等に 

ついて計器または水質検査で確認する。 

（3） 必要に応じて、お客さま宅の給水栓及び近隣の給水栓で採水して、残留塩素、味、臭気、濁度 

及び色度等の水質検査を実施する。 

 

水質検査等の結果及び周辺の状況から判断して、異常がなければ様子をみる。 

 

（4） 水質検査の結果、お客さま宅の給水栓だけで異常が確認されるとともに、「事故等による濁水の 

発生」、「貯水槽の破損または清掃不足」、「老朽化した給水管」または「管材料からの溶出」 

が原因でない場合、クロスコネクションについて調査して原因箇所を特定する。 

3 クロスコネクションが確認された場合の影響範囲の確認と危害レベルの判断 

（1） 残留塩素、味、臭気、濁度及び色度等について水質検査の結果から、異常が波及している範囲を 

確認する。 

（2） クロスコネクションによる水質異常については、直ちに危害レベル 5の対応を実施する。 

（3） 局内の関連部署へ連絡する。 

 

  

クロスコネクションが発見された場合 

1 初期対応 

（1） 影響が及んでいる範囲に飲用停止を知らせ、必要に応じて応急給水活動を実施する。 

（2） 速やかにクロスコネクションを解消することを指導する。 

2 配水管における対応 

（1） 水道管管理図等で現場状況を確認し、排水設備又は消火栓から排水作業を実施する。 

（2） 貯水槽または宅内の給水栓での排水作業を呼び掛ける。 

3 給水栓（直結）における対応 

（1） メータ及び各戸の給水栓から排水作業を行うとともに、給水管の洗浄作業を推奨する。 

4 給水栓（貯水槽）における対応 

（1） 貯水槽または宅内の給水栓で排水作業を行うとともに、給水管及び貯水槽の洗浄作業を推奨する。 

5 通水開始及び情報連絡 

（1） クロスコネクション改善後、必要に応じて水質検査を行い、異常がないことを確認してから 

通水を開始する。 

（2） 対応及び経過等を局内の関連部署及び関係機関に連絡する。 
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＊ 関達する項目：鉄、マンガン、亜鉛、銅、味、臭気、色度、異物（夾雑物） 

 

  

給水 （1） 事故等による濁水の発生 

（2） 貯水槽の破損または清掃不足 

（3） 老朽化した給水管 

 

 

  
 

お客さまの問い合わせ 

1 異常の検知 

（1） お客さまからの問い合わせで、濁度等の異常を検知 

2 濁度等の異常の確認 

（1） お客さまからの問い合わせの内容と濁度等の異常を感じた前後における工事等の有無から、 

対応方針を整理する。 

（2） 浄水場出口、配水場、配水区域における給水栓水の濁度等を確認する。 

（3） 必要に応じて、お客さま宅の給水栓及び近隣の給水栓で採水して、濁度等の水質検査を実施する。 

水質検査等の結果及び周辺の状況から判断して、異常がなければ様子をみる。 

（4） お客さま宅の給水栓だけで異常が確認された場合、給水における濁度異常と判断する。 

3 濁度等の異常が確認された場合の影響範囲の確認と危害レベルの判断 

（1） 濁度等の水質検査の結果から、異常が波及している範囲を確認するとともに危害レベルを判断する。 

（2） 濁度等の異常が発生した箇所及び原因を特定するとともに、局内の関連部署へ連絡する。 

 

 

         濁度等が水質基準を上回るおそれのある場合 

1 事故等による濁水の発生の場合の対応 

（1） 貯水槽または宅内の給水栓において、排水作業を実施する。 

2 貯水槽の破損及び清掃不足の場合の対応 

（1） 排水作業を行い、貯水槽の適正管理をビル管理者に指導する。 

3 給水管の老朽化の場合の対応 

（1） 初流水対策として排水作業を講じるとともに、給水管の布設替えを推奨する。 

お客さま宅に訪問して直接対応するか、電話で排水作業等を指示するかは、お客さまからの 

問い合わせの内容と濁度等の異常を感じた前後における工事等の有無から判断する。 

         濁度等が水質基準を上回っている場合 

1 初期対応 

（1） 影響が及んでいる範囲に飲用停止を知らせ、必要に応じて応急給水活動を実施する。 

2 事故等による濁水の発生の場合の対応 

（1） 貯水槽または宅内の給水栓において、排水作業を実施する。 

（2） 貯水槽では排水作業を行うとともに、貯水槽の洗浄作業をビル管理者に推奨する。 

3 貯水槽の破損及び清掃不足の場合の対応 

（1） 排水作業を行い、貯水槽の適正管理をビル管理者に指導する。 

4 給水管の老朽化の場合の対応 

（1） 初流水対策として排水作業を講じるとともに、給水管の布設替えを推奨する。 

（2） 貯水槽では排水作業を行うとともに、貯水槽の洗浄作業をビル管理者に推奨する。 

5 通水開始及び情報連絡 

（1） 排水作業等を行い、水質検査により濁度等に異常がないことを確認してから通水を開始する。 

（2） 対応及び経過等を局内の関連部署及び関係機関に連絡する。 
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＊ 関連する項目：味、臭気、ジクロロメタン等（ベンゼン、トルエン） 

 

 

給水 （1） 管材料等からの溶出 

 

 

 

 

 

お客さまの問い合わせ 

1 異常の検知 

（1） お客さまからの問い合わせで、味や臭気の異常を検知 

2 味や臭気等の異常の確認 

（1） お客さまからの問い合わせの内容と味と臭気の異常を感じた前後における工事等の有無から、 

対応方針を整理する。 

（2） 必要に応じて、お客さま宅の給水栓及び近隣の給水栓で採水して、味や臭気等の水質検査を実施する。 

（3） お客さま宅の給水栓及び近隣の給水栓の水質検査で異常があれば、浄水場出口、配水場、周辺消火栓 

において、味や臭気等について水質検査を実施する。 

 

水質検査等の結果及び周辺の状況から判断して、異常がなければ様子をみる。 

 

（4） お客さま宅の給水栓だけで、味、臭気及びジクロロメタン等の異常が確認された場合、工事等の有無 

から給水管の布設時における管材料等からの有害物質の溶出と判断する。 

（5） 配水場、配水区域における給水栓水または周辺消火栓で味、臭気及びジクロロメタン等の異常が確認 

された場合、送配水工程における臭気異常と判断する。 

 

送配水工程における臭気異常と判断された場合には、「送水・配水における臭気の異常 HCM32」 

の対応も実施する。 

3 味、臭気及びジクロロメタン等の異常が確認された場合の影響範囲の確認と危害レベルの判断 

（1） 味、臭気及びジクロロメタン等の水質検査の結果から、異常が波及している範囲を確認する。 

（2） ジクロロメタン等が管理基準を超過している場合は、危害レベル 3、味、臭気の異常が確認された場合、

ジクロロメタン等が水質基準等を超過している場合は、危害レベル 5 と判断する。 

（3） 味、臭気及びジクロロメタン等の異常が発生した箇所及び原因を特定する。 

 

 

 

   ジクロロメタン等が管理基準を超過した場合 

1 排水作業等 

（1） 初流水対策として、貯水槽または宅内の給水栓において、停滞水の排水作業を実施する。 

お客さま宅に訪問して直接対応するか、電話で排水作業等を指示するかは、お客さまからの 

問い合わせの内容と濁度等の異常を感じた前後における工事等の有無から判断する。 

味または臭気の異常を確認、ジクロロメタン等が水質基準を超過した場合 

1 初期対応 

（1） 影響が及んでいる範囲に飲用停止を知らせ、必要に応じて応急給水活動を実施する。 

2 排水作業等 

（1） 初流水対策として、各戸の給水栓及び貯水槽において、停滞水の排水作業を実施する。 

（2） 貯水槽水道の場合は、排水作業を行うとともに、ビル管理者に貯水槽の洗浄を推奨する。 

（3） 排水作業等で水質異常が改善されない場合は、管材料の取替等により改善する。 

（4） 水質検査を実施して、安全を確認してから通水を開始する。 

3 情報連絡 

（1） 対応及び経過等を局内の関連部署及び関係機関に連絡する。 
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＊ 関連する項目：一般細菌、大腸菌、トリハロメタン類、ハロ酢酸類、ホルムアルデヒド 

 

  
給水   （1） 給水管または貯水槽における長い流達時間 

 （2） 貯水槽の破損または清掃不足 

 （3） 老朽化した給水管 

 

 

 

お客さまの問い合わせ 

1 異常の検知 

（1） ビル管理者等のお客さまからの問い合わせで、残留塩素等の異常を検知 

（2） 給水栓における定期の水質検査で、残留塩素等の異常を検知 

2 残留塩素等の異常の判断 

（1） お客さまからの問い合わせの内容及び給水栓における定期の水質検査で残留塩素等の異常を検知した 

前後の状況から、対応方針を整理する。 

（2） 浄水場出ロ及び配水場における計器、配水区域における給水栓水の残留塩素等を確認する。 

（3）お客さま宅の給水栓及び近隣の給水栓で採水して、残留塩素等の水質検査を実施する。 

水質検査等の結果及び周辺の状況から判断して、異常がなければ様子をみる。 

（4） お客さま宅の給水栓だけで異常が確認された場合、給水における残留塩素等の異常と判断する。 

3 残留塩素等の異常が確認された場合の影響範囲の確認と危害レベルの判断 

（1） 水質検査の結果から、影響範囲を確認するとともに、危害レベルを判断する。 

（2） 残留塩素の異常が発生した箇所及び原因を特定する。 

（3） 局内の関連部署へ連絡する。 

  

水道法施行規則に定められた 0.1mg/Lを下回るおそれのある場合 

1 給水管または貯水槽における長い流達時間の場合の対応 

（1） 初流水対策として、貯水槽または宅内の給水栓において、停滞水の排水作業を実施する。 

（2） 貯水槽では、ビル管理者に貯水槽の適正管理を指導する。 

2 貯水槽の破損及び清掃不足の場合の対応 

（1） 排水作業を行うとともに、貯水槽のビル管理者に適正管理を指導する。 

3 給水管の老朽化の場合の対応 

（1） 初流水対策として排水作業を講じるとともに、給水管の布設替えを推奨する。 

（2） 貯水槽では、ビル管理者に給水管の布設替えを推奨する。 

お客さま宅に訪問して直接対応するか、電話で排水作業等を指示するかは、お客さまからの 

問い合わせの内容と濁度等の異常を感じた前後における工事等の有無から判断する。 

夏季の高水温期にはトリハロメタン類等の消毒副生成物が高くなるので、配水区域における 

定期水質検査で適切に監視する。 

水道法施行規則に定められた 0.1mg/Lを下回った場合 

1 初期対応 

（1） 影響が及んでいる範囲に飲用停止を知らせ、必要に応じて応急給水活動を実施する。 

2 給水管または貯水槽における長い流達時間の場合の対応 

（1） 初流水対策として、貯水槽または宅内の給水栓において、停滞水の排水作業を実施する。 

（2） 貯水槽では、ビル管理者に貯水槽の適正管理を指導する。 

3 貯水槽の破損及び清掃不足の場合の対応 

（1） 排水作業を行うとともに、ビル管理者に貯水槽の適正管理を指導する。 

4 給水管の老朽化の場合の対応 

（1） 初流水対策として排水作業を講じるとともに、給水管の布設替えを推奨する。 

（2） 貯水槽では、ビル管理者に給水管の布設替えを推奨する。 

5 通水開始及び情報連絡 

（1） 排水作業等を行い、水質検査により残留塩素等に異常がないことを確認してから通水を開始する。 

（2） 対応及び経過等を局内の関連部署及び関係機関に連絡する。 
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＊ 関達する項目：カドミウム、水銀、ヒ素、六価クロム、シアン化物イオン及び塩化シアン、ダイオキシン類、 

毒性物質 

 
 

給水 （1） 貯水槽への異物混入（毒物混入を含む｡） 

 

 

 

 

    お客さまの問い合わせ 

1 異常の検知 

（1） 貯水槽を使用しているお客さまからの問い合わせで、水質異常を検知 

2 水質異常の確認 

（1） お客さまからの問い合わせの内容や周辺の状況から判断し、対応方針を整理する。 

（2） 配水場の残留塩素の数値、配水区域における給水栓水の数値を確認する。 

（3） 必要に応じて、お客さま宅の給水栓及び近隣の給水栓で採水し、残留塩素、電気伝導率及び必要な 

項目の水質検査を実施する。 

 

水質検査等の結果及び周辺の状況から判断して、異常がなければ様子をみる。 

 

（4） お客さま宅の給水栓だけで異常が確認された場合、採水した試料でバイオアッセイを実施して、 

異常を再確認する。（魚の異常行動で毒物の存在を判断する方法「上水試験方法」） 

 

3 水質異常が確認された場合の影響範囲の確認と危害レベルの判断 

（1） 水質検査及びバイオアッセイの結果から、影響範囲を特定する。 

（2） 異物混入による水質異常の場合、直ちに危害レベル 5 の対応を実施する。 

（3） 局内の関係部署及び関係機関に連絡する。 

 

 

 

   異物混入が発見された場合 

1 初期対応 

（1） 影響が及んでいる範囲に飲用停止を知らせ、必要に応じて応急給水活動を実施する。 

2 排水作業等の実施 

（1） 貯水槽または宅内の給水栓で排水作業を実施する。 

（2） 貯水槽及び給水管の洗浄作業をビル管理者に推奨する。 

（3） 対応及び経過等を局内の関連部署及び関係機関に連絡する。 

（4） 保健所に対応を引き継ぐ。 
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給水 （1） クロスコネクションの発生 

 

 

 

 

お客さまの問い合わせ 

1 異常の検知 

（1） お客さまからの問い合わせで、味、臭気、濁水、水色等の水質異常を検知 

2 水質異常の確認 

（1） お客さまからの問い合わせの内容及び味と臭気等の異常を感じた前後における工事等の有無から、 

対応方針を整理する。 

（2） 浄水場出口、配水場及び配水区域における給水栓水で残留塩素、味、臭気、濁度及び色度等に 

ついて計器または水質検査で確認する。 

（3） 必要に応じて、お客さま宅の給水栓及び近隣の給水栓で採水して、残留塩素、味、臭気、濁度 

及び色度等の水質検査を実施する。 

 

水質検査等の結果及び周辺の状況から判断して、異常がなければ様子をみる。 

 

（4） 水質検査の結果、お客さま宅の給水栓だけで異常が確認されるとともに、「事故等による濁水 

の発生」、「貯水槽の破損または清掃不足」、「老朽化した給水管」または「管材料からの溶出」 

が原因でない場合、クロスコネクションについて調査して原因箇所を特定する。 

3 クロスコネクションが確認された場合の影響範囲の確認と危害レベルの判断 

（1） 残留塩素、味、臭気、濁度及び色度等について水質検査の結果から、異常が波及している範囲を 

確認する。 

（2） クロスコネクションによる水質異常の場合は、直ちに危害レベル 5 の対応を実施する。 

（3） 局内の関連部署へ連絡する。 

 

  

 クロスコネクションが発見された場合 

1 初期対応 

（1） 影響が及んでいる範囲に飲用停止を知らせ、必要に応じて応急給水活動を実施する。 

（2） 速やかにクロスコネクションを解消することを指導する。 

2 配水管における対応 

（1） 水道管管理図等で現場状況を確認し、排水設備または消火栓から排水作業を実施する。 

（2） 貯水槽または宅内の給水栓での排水作業を呼び掛ける。 

3 給水栓（直結）における対応 

（1） メータ及び各戸の給水栓から排水作業を行うとともに、給水管の洗浄作業を推奨する。 

4 給水栓（貯水槽）における対応 

（1） 貯水槽または宅内の給水栓で排水作業を行うとともに、給水管及び貯水槽の洗浄作業を推奨する。 

5 通水開始及び情報連絡 

（1） クロスコネクション改善後、必要に応じて水質検査を行い、異常がないことを確認してから 

通水を開始する。 

（2） 対応及び経過等を局内の関連部署及び関係機関に連絡する。 
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工程 

 

管理項目 

久慈川

取 水 
原水 

沈殿水 ろ過水 浄水 
給水栓 

1 系 2 系 1 系 2 系 1 系 2 系 

濁度（度）  ＜50 ＜1.0 ＜1.0 ＜0.1 ＜0.1   ＜0.2 

pH  6.5～8.0 6.5～8.0 6.5～8.0 6.5～8.0 6.5～8.0  

アルカリ度

（度） 
 20～50        

電気伝導率

（μs/cm） 
80～200 80～200        

水温（℃）  ＜30     ＜30 ＜30  

残留塩素

（mg/l） 
  ＜0.4 ＜0.4 0.1～0.3 0.1～0.3 

目標値 

+-0.15 

目標値 

+-0.15 
＜0.4 

 

 

  

久慈

石名坂1

多賀

大沼

石名坂2

諏訪

会瀬

1系

2系
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工程 

 

管理項目 

十王川 

取 水 
原水 沈殿水 ろ過水 浄水 

北部 

配水場 
給水栓 

濁度（度） ＜30 ＜30 ＜1.0 ＜0.1   ＜0.2 

pH 6.5～8.0 6.5～8.0 6.5～8.0 6.5～8.0 6.5～8.0   

アルカリ度（度）  10～30      

電気伝導率 

（μs/cm） 
80～105 80～105      

水温（℃）  ＜30      

残留塩素（mg/l）   ＜0.4 0.1～0.3 
目標値 

+-0.15 
＞0.4 ＜0.4 

色度（度）     ＜1.0   

 

 

 

北部

友部

1系

2系

2系列は現在休止中



 

 

         * は暫定値 

№ 基準項目 種別 基準値 管理基準値  № 管理目標設定項目 種別 目標値 管理基準値 

1 一般細菌 
病原生物 

100  個/ml 以下 ⇒ 同じ  1 アンチモン及びその化合物 

無機物・重金属 

0.015  ㎎/Ｌ以下 0.0015 ㎎/Ｌ以下 

2 大腸菌 検出されないこと ⇒ 同じ  2 ウラン及びその化合物 * 0.002  ㎎/Ｌ以下 0.0002 ㎎/Ｌ以下 

3 カドミウム及びその化合物  0.003  ㎎/Ｌ以下 0.003 ㎎/Ｌ以下  3 ニッケル及びその化合物 0.02  ㎎/Ｌ以下 0.002 ㎎/Ｌ以下 

4 水銀及びその化合物  0.0005  ㎎/Ｌ以下 0.0005 ㎎/Ｌ以下  5 1,2-ジクロロエタン 

一般有機物 

0.004  ㎎/Ｌ以下 0.0004 ㎎/Ｌ以下 

5 セレン及びその化合物 金属類 0.01  ㎎/Ｌ以下 0.005 ㎎/Ｌ以下  8 トルエン 0.4  ㎎/Ｌ以下 0.02 ㎎/Ｌ以下 

6 鉛及びその化合物  0.01  ㎎/Ｌ以下 0.005 ㎎/Ｌ以下  9 フタル酸ジ(2-エチルヘキシル) 0.08 ㎎/Ｌ以下 0.01 ㎎/Ｌ以下 

7 ヒ素及びその化合物  0.01  ㎎/Ｌ以下 0.005 ㎎/Ｌ以下  10 亜塩素酸 消毒副生成物 0.6 ㎎/Ｌ以下 0.06 ㎎/Ｌ以下 

8 六価クロム化合物  0.05  ㎎/Ｌ以下 0.005 ㎎/Ｌ以下  12 二酸化塩素 消毒剤 0.6  ㎎/Ｌ以下 0.06 ㎎/Ｌ以下 

9 亜硝酸態窒素  0.04 ㎎/Ｌ以下 0.04 ㎎/Ｌ以下  13 ジクロロアセトニトリル 
消毒副生成物 

* 0.01 ㎎/Ｌ以下 0.001 ㎎/Ｌ以下 

10 シアン化物イオン及び塩化シアン  0.01  ㎎/Ｌ以下 0.005 ㎎/Ｌ以下  14 抱水クロラール * 0.02  ㎎/Ｌ以下 0.002 ㎎/Ｌ以下 

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 無機物質 10  ㎎/Ｌ以下 2 ㎎/Ｌ以下  15 農薬類 農薬 1 ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

12 フッ素及びその化合物  0.8  ㎎/Ｌ以下 0.8 ㎎/Ｌ以下  16 残留塩素 臭気 1 ㎎/Ｌ以下 0.4 ㎎/Ｌ以下 

13 ホウ素及びその化合物  1.0  ㎎/Ｌ以下 0.05 ㎎/Ｌ以下  17 カルシウム、マグネシウム等(硬度) 味 10～100  ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

14 四塩化炭素  0.002  ㎎/Ｌ以下 0.0002 ㎎/Ｌ以下  18 マンガン及びその化合物 色 

味覚 

0.01  ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

15 1、4-ジオキサン  0.05  ㎎/Ｌ以下 0.005 ㎎/Ｌ以下  19 遊離炭酸 味 

味覚 

味覚 

濁り 

20 ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

16 
シス-1、2-ジクロロエチレン及び  

0.04 ㎎/Ｌ以下 0.004 ㎎/Ｌ以下 
 20 1,1,1-トリクロロエタン 臭気 

味覚 

0.3 ㎎/Ｌ以下 0.03 ㎎/Ｌ以下 

トランス-1、2-ジクロロエチレン 
一般有機化学物質 

 21 メチル-t-ブチルエーテル（MTBE） 0.02  ㎎/Ｌ以下 0.002 ㎎/Ｌ以下 

17 ジクロロメタン 0.02  ㎎/Ｌ以下 0.002 ㎎/Ｌ以下  22 有機物等(過マンガン酸カリウム消費量) 味 3 ㎎/Ｌ以下 1.5 ㎎/Ｌ以下 

18 テトラクロロエチレン  0.01  ㎎/Ｌ以下 0.001 ㎎/Ｌ以下  23 臭気強度(TON) 臭気 3  以下 ⇒ 以下 

19 トリクロロエチレン  0.01  ㎎/Ｌ以下 0.001 ㎎/Ｌ以下  24 蒸発残留物 味 30～200 ㎎/Ｌ以下 ⇒ ㎎/Ｌ以下 

20 ベンゼン  0.01  ㎎/Ｌ以下 0.005 ㎎/Ｌ以下  25 濁度 濁り 1  度以下 0.1 度以下 

21 塩素酸  0.6 ㎎/Ｌ以下 0.3 ㎎/Ｌ以下  26 pH 値 
腐食 

7.5  程度 ⇒ 同じ 

22 クロロ酢酸  0.02  ㎎/Ｌ以下 0.02 ㎎/Ｌ以下  27 腐食性(ランゲリア指数) -1 程度以上 (極力 0) ⇒ 同じ 

23 クロロホルム  0.06  ㎎/Ｌ以下 0.06 ㎎/Ｌ以下  28 従属栄養細菌 病原生物 2000 個/ml 以下 ⇒ 同じ 

24 ジクロロ酢酸  0.03  ㎎/Ｌ以下 0.03 ㎎/Ｌ以下  29 1,1-ジクロロエチレン 一般有機物 0.1  ㎎/l 以下 0.01  ㎎/l 以下 
25 ジブロモクロロメタン  0.1  ㎎/Ｌ以下 0.01 ㎎/Ｌ以下  30 アルミニウム及びその化合物 着色 0.1  ㎎/l 以下 0.1  ㎎/l 以下 
26 臭素酸 消毒副生成物 0.01  ㎎/Ｌ以下 0.005 ㎎/Ｌ以下        

27 総トリハロメタン  0.1  ㎎/Ｌ以下 0.05 ㎎/Ｌ以下         

28 トリクロロ酢酸  0.03 ㎎/Ｌ以下 0.03 ㎎/Ｌ以下         

32 亜鉛及びその化合物  1  ㎎/Ｌ以下 0.1 ㎎/Ｌ以下        

33 アルミニウム及びその化合物  0.2  ㎎/Ｌ以下 0.1 ㎎/Ｌ以下        

34 鉄及びその化合物 金属類 0.3  ㎎/Ｌ以下 0.03 ㎎/Ｌ以下       

35 銅及びその化合物  1  ㎎/Ｌ以下 0.1 ㎎/Ｌ以下  № 項目 種別 目標値 管理基準値 

36 ナトリウム及びその化合物 （味覚） 200  ㎎/Ｌ以下 20 ㎎/Ｌ以下  1 クリプトスポリジウム及びジアルジア 病原微生物 ― 検出されないこと 

37 マンガン及びその化合物 （色） 0.05  ㎎/Ｌ以下 0.01 ㎎/Ｌ以下  2 その他病原微生物 病原微生物 ― 検出されないこと 

38 塩化物イオン  200  ㎎/Ｌ以下 20 ㎎/Ｌ以下  3 異物 異物 

 

― 検出されないこと 

39 カルシウム、マグネシウム等(硬度) 味覚 300  ㎎/Ｌ以下 150 ㎎/Ｌ以下  4 毒性物質 毒物 ― 検出されないこと 

40 蒸発残留物  500  ㎎/Ｌ以下 250 ㎎/Ｌ以下  5 臭気（かび臭、油等） 臭気 ― ― 

41 陰イオン界面活性剤 発泡 0.2  ㎎/Ｌ以下 0.02 ㎎/Ｌ以下  6 水量 水量 ― ― 

42 ジェオスミン 
臭気 

0.00001  ㎎/Ｌ以下 0.00001  ㎎/Ｌ以下       

43 2-メチルイソボルネオール 0.00001  ㎎/Ｌ以下 0.00001  ㎎/Ｌ以下       

44 非イオン界面活性剤 発泡 0.02  ㎎/Ｌ以下 0.002 ㎎/Ｌ以下       

45 フェノール類 臭気 0.005  ㎎/Ｌ以下 0.001 ㎎/Ｌ以下       

46 有機物(全有機炭素(TOC)の量) 味覚 3  ㎎/Ｌ以下 1.5 ㎎/Ｌ以下   

47 pH 値  5.8 以上 8.6 以下 6.5 以上 8.0 以下     
48 味  異常でないこと 異常でないこと     
49 臭気 基礎的性状 異常でないこと 異常でないこと     
50 色度  5  度以下 2.5 度以下   

51 濁度  2  度以下 0.1 度以下   

 



 

 

 

  
   

 

№ 基準項目 種別 目標値 管理基準値 

1 銀  ―  ⇒ 同じ 

2 バリウム  0.7  ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

3 ビスマス  ―  ⇒ 同じ 

4 モリブデン  0.07  ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

5 アクリルアミド  0.0005  ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

6 アクリル酸  ―  ⇒ 同じ 

7 17-β-エストラジオール  * 0.00008  ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

8 エチニル-エストラジオール  * 0.00002  ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

9 エチレンジアミン四酢酸(EDTA)  0.5  ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

10 エピクロロヒドリン  * 0.0004  ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

11 塩化ビニル  0.002  ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

12 酢酸ビニル  ―  ⇒ 同じ 

13 2,4-トルエンジアミン  ―  ⇒ 同じ 

14 2,6-トルエンジアミン  ―  ⇒ 同じ 

15 N,N-ジメチルアニリン  ―  ⇒ 同じ 

16 スチレン  0.02  ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

17 ダイオキシン類  * 1  pg-TEQ/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

18 トリエチレンテトラミン  ―  ⇒ 同じ 

19 ノニルフェノール  * 0.3  ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

20 ビスフェノール A  * 0.1  ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

21 ヒドラジン  ―  ⇒ 同じ 

22 1,2-ブタジエン  ―  ⇒ 同じ 

23 1,3-ブタジエン  ―  ⇒ 同じ 

24 フタル酸ジ(n-ブチル)  0.01 ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

25 フタル酸ブチルベンジル  0.5 ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

26 ミクロキスチン-LR  * 0.0008  ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

27 有機すず化合物※2  * 0.0006  ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

28 ブロモクロロ酢酸  ―  ⇒ 同じ 

29 ブロモジクロロ酢酸  ―  ⇒ 同じ 

30 ジブロモクロロ酢酸  ―  ⇒ 同じ 

31 ブロモ酢酸  ―  ⇒ 同じ 

32 ジブロモ酢酸  ―  ⇒ 同じ 

33 トリブロモ酢酸  ―  ⇒ 同じ 

34 トリクロロアセトニトリル  ―  ⇒ 同じ 

35 ブロモクロロアセトニトリル  ―  ⇒ 同じ 

36 ジブロモアセトニトリル  0.06  ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

37 アセトアルデヒド  ―  ⇒ 同じ 

38 MX  0.001  ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

39 キシレン  0.4  ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

40 過塩素酸  0.025 ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

41 パーフルオロオクタンスルホン酸（PFOS）  ―  ⇒ 同じ 

42 パーフルオロオクタン酸（PFOA）  ―  ⇒ 同じ 

43 Ｎ-ニトロソジメチルアミン（NDMA）  0.0001 ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

44 アニリン  0.02 ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

45 キノリン  0.0001 ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

46 1,2,3-トリクロロベンゼン  0.02 ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 

47 ニトリロ三酢酸（NTA）  0.2 ㎎/Ｌ以下 ⇒ 同じ 



 

 

 

 



 

 

 

安全でおいしい水の安定供給を目指して
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